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　一輪車に上手に乗れるように練習してい
ます。
　自然が好きだから、将来は色んな山に
登ってみたいです。

島北千
ち よ ね

代音さん  
鹿北小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

山鹿幼稚園幼年消防クラブ春の火災予防パレード

　３月５日に、火災予防の周知と防災意識の高揚を図るため、山鹿幼稚
園幼年消防クラブの年中児と山鹿消防署、山鹿市消防団が合同で、春の
火災予防パレードを行いました。
　千代の園酒造前をスタートした園児たちは、豊前街道を歩きながら、
「戸締まり用心・火の用心」と大きな声で呼び掛けながら、山鹿幼稚園
までの約１キロをパレードしました。
　さくら湯広場では、園児たちがはしご乗りを披露し、小さな体で大人
顔負けの見事な技を披露する園児たちに大きな拍手が送られました。
　また、園児たちはさくら湯と市役所前で「防火の誓い」をしました。

今月の表紙

訂正とおわび
３月１日号の冨丸絢

じゅん

さんは「中富小学校」の誤り
でした。訂正しておわびします。

防火の誓い
ひとつ　わたしたちは　ぜったいに　ひあそびはしません
ひとつ　わたしたちは　おとうさんおかあさんせんせいがたの　おしえをまもります
ひとつ　わたしたちは　れいぎただしく　すなおなこどもになります
わたしたちは　まもります　ひのようじん
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國友　直
すなお

さん
来民（鹿本）

　長年にわたる教職歴の中で、
学校および地域の教育の発展
に多大な功績を残し、後継者
の育成や教育行政の発展にも
尽力されました。

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

吉永　忠
ただ の ぶ

信さん
米田（山鹿）

　教職員として地域に深く関
わり地域住民からも深い信頼
関係を築き、また退職後にあっ
ても社会貢献を積極的に行い、
教育者として大きな功績を残
されました。

平成 25年度
熊本県たけのこ園経営管理コンクール

　農林水産大臣賞　溝上　謙
け ん じ

治さん
　1等賞　　　　　才田　光

みつ か ず

和さん

　溝上謙治さんのたけのこ園が、みごと
最高賞の農林水産大臣賞に輝きました。
山鹿市からは、才田光和さんも1等賞に
入賞されました。
　溝上さんは「親竹の仕立てや秋口の
潅
かん す い

水等、JA 鹿本の営農指導員の指導に
基づき管理を行っている」と話しました。

富田　護
まもる

さん
内田（菊鹿）

　退職するまで、30 年以上の
長きにわたり教職員として常
に教育に情熱を注ぎ、誠心誠
意、努力を惜しまず職責を果
たされました。

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

　教育分野での長年の功績により受章された皆さん
を紹介します。叙勲受章

おめでとうございます

表彰おめでとうございます

左から中満さん、藤本さん

溝上さん夫妻才田さん

平成 25年度熊本県茶品評会
　
　農林水産大臣賞・会長賞　藤本　祐

ゆう い ち ろ う

一郎さん
　熊本県知事賞　　　　　　中満　房

ふ さ お

夫さん

　藤本さんは美味しいお茶の生産につながる優れ
た茶園管理が高く評価され、受賞されました。
　中満さんは深蒸し製法により生産された蒸し製
玉緑茶の優れた香りや味などが高く評価され、受
賞されました。
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「美」をテーマにした新メニューが完成
…「美

び ま じ ょ

馬女ごはん」発表・試食会  　　　　　２月25日
　山鹿地域観光推進協議会（井口圭祐会長）が「美」をテー
マにして、「馬肉」をメイン食材に使った新メニュー「美
馬女ごはん」の開発を企画。この企画に、市内の物産館
や飲食店など９店が参加して11品の新作料理が完成し、
市内のホテルで発表・試食会が開かれました。
　馬肉は、低カロリーで高タンパク、さらに鉄分やカル
シウムなどの栄養分も豊富です。
　試食会には、関係者や県内外から募集した約 50 人が
参加。参加者は、新鮮な馬刺しを重箱いっぱいに敷き

保育園関係者との食交流会
…くまもとふるさと食の名人　　　　 　　２月 18 日
　食の伝承活動に取り組む「くまもとふるさと食の名人
（県認定）」21 人が、保育園の給食関係者を対象に食の
交流会を開催しました。
　食の名人による料理実習では、「ぜんまいや干し筍の
煮物」など調理に経験や勘が必要な６品の料理について
学び、おいしい給食づくりに役立てようと、参加した皆
さんは、名人の声に熱心に耳を傾けていました。
　参加した保育園関係者からは「とても勉強になった。
今後の献立に役立てたい」との声が聞かれました。

名人の声を真剣に聞く給食関係者（左から２人）

今月のナイスショット

街角ぐるっとナビ 
身近な話題、情報をお寄せください！
秘書企画課秘書係　☎４３‐１１１０

「美
び ま じ ょ

馬女ごはん」の発表・試食会で料理を楽しむ高江
美
み ゆ き

幸さん（31 歳）と唯
ゆ い か

夏ちゃん（８ヵ月）（鹿央町）

「美馬女ごはん」を PR する「美馬女サポーター」の皆さん

つめた「馬刺重」や
馬のすね肉から作っ
たチャーシューを竜
田揚げにしてのせた
「桜チャーシュー竜
田茶そば」、馬肉を
長時間煮つめてそぼ
ろ状にして野菜と卵
をのせた「さくら丼
（馬そぼろ）」など馬
肉を使ったいろいろ
な料理に驚きなが
ら、箸を進めていま
した。
　また、「美馬女ご
はん」を PRする「美
馬女サポーター」の
紹介も行われ、「美馬女ごはん」を多くの人に PRして、
山鹿の名物料理にしたいと意気込みました。

問い合わせ先…
　山鹿地域観光推進協議会（市商工観光課内）
　☎４３−１５７９

馬肉を使った多彩な料理「美馬女ご
はん」
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左から小林会長、玉利社長、中嶋市長、加久局長

　国内の各種コンクールで数々の賞を受賞するなど、
人気の高い菊鹿産ブドウを原料としたワインの増産
とワイナリー建設を目指して、山鹿市と熊本ワイン株式
会社、菊鹿町葡萄生産振興会が「菊鹿ワイナリー構
想に関する協定」を締結しました。
　調印式には、中嶋憲正市長、玉

た ま り

利博
ひ ろ ゆ き

之熊本ワイン
社長、小林弘

ひろ あ き

昭菊鹿町葡萄生産振興会長と立会人
の加久伸

し ん じ

治県鹿本地域振興局長が出席し、協定書
に署名しました。
　中嶋市長は、「地域資源を活用した観光拠点を作
ることで地域の活性化に繋げたい」と話しました。

ワイナリー建設を目指し協定を締結
…菊鹿ワイナリー構想に関する協定　   ２月20 日

災害に備えて合同訓練
…山内小学校避難訓練　　　　　　　　　　　　　　　  ２月 20 日
　避難訓練に併せて
山鹿植木広域消防本
部と熊本県防災消防
航空隊が合同で災害
対応訓練を行いました。
　児童たちは素早く運
動場に避難した後、防
災ヘリでの救出訓練を
見学。ヘリの中も見学
し、盛んに隊員へ質問
していました。

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ
みんなで作ろう大切な森林
…山鹿の森づくり植樹祭　　　　　　　　　　　　  　　２月 15 日

　鹿北町多久の市有
林に鹿北小の児童など
約 90 人がモミジ50 本
を植樹しました。
　この植樹活動は、森
林を大切にする心を育
み、市民がいつでも気
軽に行ける憩いの場・
安らぎの場となる森林
を作るために毎年行わ
れています。

海
え び ぞ う

老蔵さんとくまモンが共演
…市川海老蔵　八千代座公演　　　３月６日〜 10 日

　歌舞伎俳優の市川海老蔵さんが、伝統芸能をより分か
りやすく、多角的に味わってもらいたいと、自ら企画し
た「古典への誘

いざな

い」の公演が八千代座で開かれ、市内外
から多くの人が訪れにぎわいました。
　海老蔵さんは、昨年の 10 月に八千代座で公演を行っ
た際に、八千代座や朝のランニングの様子、さくら湯に
入った感想を、自身のブログ（Ameba 芸能人・有名人
ブログアクセスランキング１位）で紹介し、山鹿を全国
にPRをしてくれました。今回はその感謝の意を込めて、

海老蔵さんにさくら湯の「生涯湯札」を贈る中嶋市長（写真右）
中央は蒲島知事

蒲島郁夫熊本県知事と中嶋憲正市長から、「山鹿灯籠」
やさくら湯の「生涯湯札」などが贈られました。
　公演では、八千代座のみの特別演目「芝

し ば い ま え

居前三
み ま す の

升
麗
に ぎ い

賑」が行われ、海老蔵さんのまな娘で長女の堀越麗
れ い か

禾
ちゃん（２歳）が初お目見えしました。
　また、麗

れ い か

禾ちゃんは、県広報部長のくまモンの大ファ
ンで「一緒に出たい」
との要望を受けて、
くまモンも歌舞伎に
初挑戦し、海老蔵さ
んと共演しました。
　くまモンが「連獅
子」の振り付けを真
似て、首をぐるぐる
回し、バランスを崩
して転ぶと、会場は
拍手と笑いに包まれ
ました。
　くまモンの衣装は株
式会社ラ・モード（山
鹿市）や四国福助株
式会社（香川県）が
無償で提供しました。 海老蔵さんと共演するくまモン
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問福祉課　☎ 43‐ 1167

　支給対象者
平成26年度の市民税（均等割）が課税されていない人
※�課税されている人の扶養親族である場合や、生
活保護制度の被保護者となっている場合は対象
外です。

　支給額
◦支給対象者１人につき　１万円
◦�給付対象者の中で下記に該当する人は５千円を
加算
　①�老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金
などの受給者

　②児童扶養手当、特別障害者手当などの受給者

臨時福祉給付金 　消費税率引き上げに伴い、所得の低い人への負担の影響を考慮し、
暫定的・臨時的な措置として、臨時福祉給付金を支給します。

　消費税率引き上げに伴い、子育て世帯への影響を緩和し、その消費
の下支えを図る観点から、臨時的に給付されるものです。
　臨時福祉給付金と二重給付にならないよう調整をして支給します。

子育て世帯臨時
特例給付金

　申請先
基準日（平成 26年１月１日）に住民登録がされて
いる市区町村

　申請時期
申請・支給手続きは、市税が決定する６月以降に
なる予定です。
手続きなどについて決まり次第、広報やホームペー
ジなどでお知らせします。

　支給対象者
基準日（平成 26 年１月１日）に平成 26 年１月分
の児童手当（特例給付を含む）の受給者で、平成
25 年の所得が児童手当の所得制限額に満たない人
を基本とします。

　対象児童
支給対象者の平成 26年１月分の児童手当（特例給
付を含む）の対象となる児童を基本とします。　
ただし、以下の場合などは除きます。
　◦臨時福祉給付金の対象者となっている場合
　◦生活保護の被保護者等となっている場合

　支給額
対象児童１人につき　１万円

　申請先
基準日（平成 26年１月１日）に住民登録がされて
いる市区町村　※公務員も同様です。

　申請時期
申請・支給手続きは、市税が決定する６月以降に
なる予定です。
手続きなどについて決まり次第、広報やホームペー
ジなどでお知らせします。

臨 時 福 祉 給 付 金

子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金
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新図書館の名称は
　　山鹿市立こもれび図書館

問い合わせ先…社会教育課　☎４３−１６５１

　鹿本総合支所の機能移転に伴い、山鹿市鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」が山鹿市鹿本市民センター
に改称することから、これまで親しまれてきた「ひだまり」を図書館の名称とします。
　なお、4月 12 日㈯・13 日㈰は、リニューアルオープンイベントを開催します。お話ボランティア 5団体
による「お話会」や図書館で使わなくなった本を無料で配布するなど盛りだくさんの内容です。多くの皆さ
んのご来場をお待ちしています。

移動図書館車
　「ぐるりん号」　好評巡回中！
　移動図書館車「ぐるりん号」は、遠隔地の市民の皆さんに読
書サービスを提供するため、水曜日から土曜日まで市内 39 カ
所のステーションで図書の貸し出しを行っています。
※広報やまが平成 26 年 3月号の巡回カレンダー参照。
　また、3月 1日・2日の 2日間、「JA鹿本合併 25周年記念行事」
の会場で特別巡回を行い、たくさんのご利用をいただきました。

　平成 26 年 11月に開館予定の新図書館の名称が「山鹿市立こもれび
図書館」に決まりました。
　新図書館の側にある大きな楠は皆から親しまれており、そこから差す「こ
もれび」の中で読書する風景をイメージさせる名称として、応募総数 1,463
件の中から選びました。
　「こもれび」には 16 人の応募がありましたが、抽選の結果、命名者を
白石彩乃さん（応募当時、稲田小学校 6 年生）に決定しました。

新図書館内部イメージ

新図書館外観イメージ

4 月から鹿本図書館の名称が山鹿市立ひだまり図書館に変わります
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後期高齢者医療制度の対象者
　75 歳以上の人、または一定の障がいがあると認定された（身体障害者手帳に記載された障害の等
級が１～３級、４級の一部の人など）65 歳以上の人（山鹿市に申請し、熊本県後期高齢者医療広域
連合の認定を受けた日から加入）

◦均等割額　47,900 円　　　　◦所得割率　9.26％　　　　　◦保険料額の上限　57万円
　（平成 24・25 年度と同額）　　　　��（平成 24・25 年度と同率）　　　　�（55 万円→ 57万円）

◦保険料額（年額）＝均等割額（47,900 円）＋所得割額 {( 総所得額‐ 33万円 ) × 9.26％ }
　※総所得額とは、収入から必要経費などを差し引いた額の合計です。

　所得が低い人や被用者保険（協会けんぽ、健保組合、共済組合など）加入者に扶養されていた人の保険
料は軽減されます。平成 26年度は、均等割額の軽減のうち５割と２割軽減対象者が拡大されます。

①所得が低い人
　○保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減
　　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等により９割・8.5 割・５割・２割が軽減されます。
　　※総所得金額等の計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。
　○保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
　　被保険者の総所得金額等により５割が軽減されます。

②被用者保険加入者に扶養されていた人
　被用者保険加入者に扶養されていた人は、特別措置として、当分の間は保険料の均等割額が９割軽減さ
れます。所得割額はかかりません。
※対象者は、後期高齢者医療制度に加入した日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた人。

　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）または、普通徴収（納付書・口座振替）で納
めてください。
※特別徴収と普通徴収の両方で納めていただく場合もあります。
※�現在普通徴収の人（年金受給額が年間 18 万円未満の人を除く）で、平成 25 年４月２日以降に75 歳の誕生日
を迎えた人は、平成 26 年度途中から特別徴収になりますのでご注意ください。

　金融機関で口座振替の手続きをした人は、国保年金課窓口で申請すると、保険料を年金の差し引きから口座
振替での納付に変更することができます。

問国保年金課　後期医療年金係　☎ 43－ 1576

平成 26・27 年度の保険料率が決定しました

平成 26年後期高齢者医療保険料の納め方

特別徴収から口座振替への変更

平成 26年度の保険料軽減について

後期高齢者医療保険に加入している皆さんへ

保険料の納付は便利な口座振替をご利用ください

　納め忘れをなくすために、便利な金融機関での口座振替をお勧めします。口座のある金融機関で申請をしてくだ
さい。
※保険料の軽減・納付方法は個人ごとに違いますので、詳しくは、国保年金課にお問い合わせください。
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●お問い合わせ、申し込みは　秘書企画課　秘書係　TEL ４３−１１１０

利用しませんか！出前講座・市長と語ろう
　市では、市民の皆さんを対象に「出前講
座」と「市長と語ろう」を実施します。
　「出前講座」は、市政を分かりやすく伝え
たり、郷土の歴史や文化、生活の知恵など
をお話ししたりします。
　関心ある市政情報など、聞いてみたい
テーマを左表のメニューから選んで“ ご注
文”ください。市の担当職員などが、直接皆
さんの所にお伺いします。
　昨年度は、市民団体や社会福祉団体な
どから、多くの申し込みがありました。中でも、

「生活習慣病予防について」「正しく理解し
ましょう！「認知症」」「消費生活相談出前
講座」などのテーマが多く利用されました。

　「市長と語ろう」は市政への提案や意見
を聞き、市民の皆さんとの対話を通して相互
に理解を深め、市政へ反映していくため、市
長が直接皆さんのところにお伺いします。ど
うぞ遠慮なくご利用ください。
　昨年度は、行政区や市民団体からの申し
込みがあり、市長と意見交換を行いました。
　詳しくは秘書企画課までお問い合わせく
ださい。

「出前講座」・「市長と語ろう」申込方法
●実施日▷各年度の土日、祝日を除く日
● 申し込みできる人▷主として山鹿市内に在住、または通勤、通学しているおおむね 10 人以上の団体、グループなどでお申
し込みください。ただし、政治、宗教、営利目的の団体などについてはご遠慮ください。

● 開催時間など▷原則として下記のとおりです。ただし都合により時間などについてご相談する場合があります。
　　　　　　　・開催時間は１時間以内です。
　　　　　　　・�開始時間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。
● 会場の手配など▷会場の手配や講座のお知らせ、当日の進行などは申込者側でお願いします。
● 申し込み方法▷出前講座は上記のメニューから希望テーマを選んでください。
　�開催希望日の１カ月前までに秘書企画課に直接おいでいただくか、電話またはFAXで申し込みください。
※�「市長と語ろう」は、行政に対する苦情や要望を受ける場ではありません。

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
伺
い
ま
す

平成 26年度　山鹿市出前講座メニュー
分野 No 講座名 担当課

市
民
の
く
ら
し

1 自主防災組織育成講座 防災対策課
2 交通安全講座 防災対策課

3 男女共同参画について (男女共同参画社会づくり、セク
シュアルハラスメント、ドメスティックバイオレンス ) 人権政策課

4 地域づくりについて 地域生活課
5 行政区再編について 地域生活課
6 市民税について 税務課
7 固定資産税について 税務課
8 ごみの分別・リサイクルについて 環境課
9 省エネ・節電対策について 環境課
10 消費生活相談出前講座 商工観光課
11 観光振興の取り組みについて 商工観光課
12 景観まちづくりについて 都市計画課
13 山鹿市の都市計画について 都市計画課
14 山鹿市の下水道について 下水道課
15 山鹿市の水道について 水道課

市
民
の
福
祉
と
健
康

16 障がい福祉について 福祉課
17 いきいき介護予防 長寿支援課
18 正しく理解しましょう！「認知症」 長寿支援課
19 みんなで支える「介護保険制度」と「サービス」について 長寿支援課
20 在宅高齢福祉について 長寿支援課
21 子どもの健康づくりについて（食生活や予防接種等） 健康増進課
22 生活習慣病予防について 健康増進課
23 健康づくりのための食生活について 健康増進課
24 糖尿病（DM）の予防・教育（木曜日は除く） 市民医療センター
25 家庭でできるリハビリ（火曜日は除く） 市民医療センター
26 薬の基礎知識（火・木曜日以外の午後） 市民医療センター
27 家庭でできるリンパマッサージ（月・金曜日のみ） 市民医療センター

産
業
28 農家支援事業について 農業振興課
29 鳥獣被害防止について（防護柵、電気柵支援等） 農業振興課

教
育
・
文
化

30 人権のまちづくり講座 人権政策課
31 読書の楽しみ方 社会教育課
32 教養講座「知る」を楽しむ　山鹿の歴史 社会教育課
33 文化財の宝石箱！山鹿の文化財 社会教育課
34 弥生のすごい宝が眠っている　方保田東原遺跡 社会教育課
35 全国に誇れる文化財　山鹿の装飾古墳群 社会教育課
36 日本一の芝居小屋　八千代座の歴史 社会教育課
37 本物の古代に触れる　市立博物館とチブサン古墳（現地研修）社会教育課
38 幼児期・学齢期の子育て・孫育て こども課



場広の ●�みんなの広場に掲載を希望する人は、原稿や写真を山鹿市役所秘書課まで郵送または
持参してください。
●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時
　
４
月
８
日
㈫
午
後
７
時

◦
場
所
　
夢
想
庵

◦�

内
容
　
第
一
部
　
ギ
タ
ー
・
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
　
星
子
晴
久
さ
ん
と

そ
の
愉
快
な
仲
間
た
ち

　�

第
二
部
　
漫
談
　
オ
ガ
タ
マ
ー
ク

と
そ
の
愉
快
な
仲
間
た
ち
（
熊
本

芸
能
社
）

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

春
う
ら
ら
コ
ン
サ
ー
ト

山
鹿
市
民
合
唱
団

　
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
の
心
の
ケ
ア
と
、
強
く
生
き
ぬ

く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
ま
ち
づ
く

り
継
続
の
た
め
、
山
鹿
温
泉
祭
協
賛

事
業
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
４
月
６
日
㈰

　
午
後
２
時
開
演
（
１
時
半
開
場
）

◦
場
所
　
天
聴
の
蔵

◦
入
場
料
　
無
料

◦�

内
容
　
風
の
い
ざ
な
い
、
レ
ク
イ

エ
ム
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
物
語
他

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
２
９
９
４

（
村
上
）

新
春
か
る
た
大
会
を
開
催

し
ま
し
た

山
鹿
文
化
協
会

　
第
37
回
山
鹿
市
新
春
か
る
た
大
会

を
、
２
月
９
日
に
鹿
本
高
校
セ
ミ

山
鹿
温
泉
祭
　
第
24
回

「
民
謡
と
踊
り
の
共
演
」

山
鹿
文
化
協
会

　
唄
、
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
楽

し
い
共
演
で
す
。
入
場
無
料
で
す
。

◦�

日
時
　
４
月
13
日
㈰
　
午
後
１
時

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
43
‐
２
３
４
３
（
高
巣
）

☎
43
‐
０
０
０
１
（
堀
川
）

柔
道
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

部
員
大
募
集

興
倫
館

　
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
一
度
、
無

料
体
験
・
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

練
習
日
時
　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

◦�

場
所
　
山
鹿
警
察
署
内
道
場

◦�

対
象
者
　
小
学
１
年
生
〜
６
年
生

※
男
女
問
い
ま
せ
ん
。初
心
者
歓
迎
。

◦�

会
費
　
１
、５
０
０
円
／
月

◦�

指
導
者
　
警
察
署
員
、一
般
有
段
者

◦�

申
し
込
み
方
法
　
直
接
道
場
に
来

る
か
、
山
鹿
警
察
署
生
活
安
全
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
を
す
る
際
は
、
保
護
者
同
伴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
０
１
１
０

（
山
鹿
警
察
署
生
活
安
全
課
）

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　
４
月
27
日
㈰
午
前
11
時
〜
11
時
半

　�「
子
ど
も
狂
言
」

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯

◦
参
加
費
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

弓
道
教
室
受
講
生
募
集

山
鹿
弓
道
協
会

　
一
般
社
会
人
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

弓
具
は
弓
道
協
会
で
準
備
し
ま
す
。

◦
期
間
　
５
月
９
日
㈮
〜

　
　
　
　
９
月
30
日
㈫

看
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

山
鹿
中
央
病
院

　
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
５
月
９
日
㈮

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

◦
場
所
　
山
鹿
中
央
病
院

◦�

内
容
　
血
圧
測
定
や
骨
密
度
測

定
。
と
ろ
み
剤
を
使
っ
た
飲
み
物

の
試
飲
。
介
護
に
便
利
な
物
品
の

展
示
・
販
売
な
ど
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
６
６
１
１

八
千
代
座
子
供
歌か

ぶ

き

舞
伎

教
室
生
募
集山鹿

市
民
歌
舞
伎
の
会

　
八
千
代
座
で
歌
舞
伎
を
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

◦
対
象
者
　
幼
稚
園
〜
中
学
生

◦
募
集
人
数
　
20
人
程
度

◦
受
講
料
　
５
千
円
（
１
年
間
）

◦
募
集
期
間
　
４
月
末
日
ま
で

　
５
月
に
開
講
式
を
行
い
ま
す

※�

大
人
で
活
動
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

人
、
歌
舞
伎
を
や
っ
て
み
た
い
人

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
２
５
０
１
‐
７
２
５
１

（
松
葉
）

小学生
１位

内
田
小
Ａ
チ
ー
ム

　

古
家
好

　

栗
原
享
丞

　

渕
上
琳
加

小学生
２位

内
田
小
Ｂ
チ
ー
ム

　

松
永
拓
馬

　

木
庭
瑛
介

　

栗
原
凛
乃

小学生
３位

六
郷
小
Ｄ
チ
ー
ム

　

德
丸
あ
す
か

　

小
澄
ひ
な
た

　

青
木
瑠
惟

小学生
特別賞

内
田
小
Ｈ
チ
ー
ム

　

松
永
竜
斗

　

渕
上
結
名

　

有
働
太
晴

中学生
１位

内
田
か
る
た
会
Ａ
チ
ー
ム

　

木
庭
し
お
り

　

栗
原
杏
佳

中学生
２位

内
田
か
る
た
会
Ｂ
チ
ー
ム

　

古
家
愛

　

古
家
智
華

　

野
口
菜
々

ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。
小

学
校
か
ら
35
チ
ー
ム
、
中
学
校
か
ら

７
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
週
火
・
金
曜
日

◦�

時
間

　
昼
の
部
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
夜
の
部
　
午
後
７
時
半
〜
９
時
半

◦�

場
所
　
山
鹿
市
営
弓
道
場
（
山
鹿

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

◦
受
講
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
43
‐
３
１
６
２
（
江
上
）

☎
44
‐
２
５
３
５
（
巣
山
）
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城
北
小
学
校
１
１
０
年

閉
校
記
念
Ｃ
Ｄ
収
録

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

城
北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員　

徳
永

　
閉
校
を
２
年
後
に
控
え
、
城
北
小

の
校
歌
を
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
で
残

そ
う
と
、
現
在
の
「
校
歌
」、
10
年

前
に
子
ど
も
た
ち
が
作
詞
を
し
た「
ふ

る
さ
と
を
想
う
う
た
」、
そ
し
て
明
治

43
年
頃
か
ら
歌
わ
れ
て
い
た
旧
校
歌

「
記
念
式
歌
」、
３
曲
の
レ
コ
ー
ディ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

　「
記
念
式
歌
」は
70
年
間
眠
り
続
け

た
歌
で
し
た
が
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
て
楽

譜
を
起
こ
し
、

今
の
子
ど
も

た
ち
の
歌
声

を
の
せ
て
蘇
ら

せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
校
区
の
皆

様
に
は
閉
校

に
あ
わ
せ
て
お

配
り
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
い

ま
す
。

鹿
本
圏
域
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
活
動
!!

「�

私
た
ち
は
、
み
ん
な
で
支

え
合
お
う�

か
も
と�

で
す
」

鹿
本
圏
域
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

　
３
月
３
日
、
４
日
に
鹿
本
町
商
店

街
で
初
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
か
も

と
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
出
店
ブ
ー
ス
を

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶ポポロ開店 19 周年記念企画　さくら展
 　県内の画家 45 人の水彩、油彩、ペン画など
�　前期・中期・後期に分けて展示します
�　期間　前期：４月��１日㈫～ 10 日㈭（日曜日定休）
�　　　　中期：４月 11 日㈮～ 19 日㈯（日曜日定休）
�　　　　後期：４月 21 日㈪～ 30 日㈬（日曜日定休）
�　時間　11：30 ～ 21：00（最終日は 15：00）

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設　展示場）
問☎ 36 ‐ 3838（月曜日定休）

⃞▶おし絵展　井手幸子さん
　 期間　４月１日㈫～ 15 日㈫
　 時間　10：00 ～ 17：00
⃞▶草木染展　佐伯典子さん
　 期間　４月 16 日㈬～ 30 日㈬
　 時間　10：00 ～ 17：00

地
域
づ
く
り
活
動

リ
コ
ー
と
の
地
域
つ
く
り
団
体

　
善
行
寺
と
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
は
、

２
０
０
９
年
か
ら
毎
年
春
と
秋
の
２

回
、近
隣
の
竹
林
整
備
や
小
学
校
の

環
境
整
備
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、住
職
が
元
リ
コ
ー
の

社
員
だ
っ
た
こ
と
が
縁
で
、お
寺
で
の

清
掃
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
始
ま
り
ま
し
た
。今
で
は
、毎
回

10
〜
15
人
ほ
ど
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
大
人
だ
け
で
し
た
が
、次
第

お菓子の香梅　山鹿店（鹿校通）
問☎ 43 ‐ 0755

⃞▶ 油絵展　小山寛誠さん
　 期間　３月 29 日㈯～４月 12 日㈯
　 時間　9：00 ～ 19：30

鹿
校
通
区
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

鹿
校
通
区

　
昨
年
か
ら
始
め
た
「
鯉
の
ぼ
り
ま

つ
り
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
期
間

　
４
月
12
日
㈯
午
前
10
時
〜

　
５
月
23
日
㈮

◦
場
所
　
鹿
校
通
公
園

※�

４
月
12
日
に
は
、
来
場
者
全
員
で

こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
す
。

初市「出店ブース」での模様

開
き
仲
間
づ
く
り
・
憩
い
の
場
所
を

提
供
し
、
鹿
本
町
の
介
護
予
防
拠
点

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
作
品
を
出

展
・
販
売
し
ま
し
た
。

　
地
元
で
の
輪
を
広
げ
て
、
私
た
ち

は
安
心
し
て
く
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

に
子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、作
業
以
外
で
も
子
ど
も
が
楽

し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。年
に
２
回
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
お
役
に
立
つ
よ

う
続
け
て
い
き
ま
す
。

”

“
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

二
月
例
会

黒
田
如
水
選

梅
だ
よ
り
　
枯
葉
の
下
に
蕗
の
と
う

稗
田
　
　
恵

迷
う
ね
ぇ
　
人
生
常
に
交
叉
点

荒
木
　
洋
佑

名
人
芸
　
た
ね
は
わ
か
ら
ん
よ
か
手
品

木
村
　
圭
吾

良
か
薬
　
勝
る
も
の
無
し
俺
に
ゃ
酒

荻
　
　
正
好

無
駄
ば
か
り
　
いっ
ち
ょ
ん
加
勢
に
ゃ
なっ
と
ら
ん

立
山
　
連
峰

竹
下
賀
松
選

無
駄
ば
か
り
　
平
和
に
な
っ
た
し
る
し
だ
ろ

藤
本
　
明
子

不
公
平
　
あ
や
つ
ば
か
り
が
何
故
も
て
る

田
代
　
楽
城

梅
だ
よ
り
　
内
定
の
舞
込
う
で
来
た

藤
本
　
白
扇

良
か
薬
　
で
き
て
な
か
な
か
死
な
れ
ん
と

江
藤
　
孝
舟

迷
う
ね
ぇ
　
宿
の
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ

川
上
　
火
男

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

二
月
例
会

森
山
旬
彩
選

持
ち
つ
持
た
れつ
　
た
よ
り
に
し
て
る
と
な
り
組

中
島
　
絢
子

元
気
で
も
　
定
期
検
診
受
け
な
は
り

島
北
　
鎌
岳

元
気
で
も
　
目
も
歯
も
耳
も
ほ
ど
よ
な
か

井
上
芙
美
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

春
の
宵
湯
の
街
彩
る
和
傘
の
灯
　
　
　
　
　
東
田
　
一
子

山
茶
花
の
散
り
敷
く
庭
や
紅
く
染
み
　
　
　
丸
山
　
澄
子

ふ
き
の
と
う
和
ら
か
き
陽
に
頭
出
し
　
　
　
楠
本
　
裕
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

水
仙
は
香
り
広
げ
て
庭
狭
き
　
　
　
　
　
　
原
口
　
知
子

白
い
蝶
花
の
隙
間
を
舞
い
踊
る
　
　
　
　
　
福
島
　
　
恵

猫
の
恋
そ
っ
と
見
守
る
一
輪
車
　
　
　
　
　
池
田
　
亜
美

鹿
本
町
俳
句
教
室　

春
立
つ
と
遠
山
空
に
輝
や
け
り
　
　
　
　
　
小
島
　
　
稔

梅
の
香
を
空
の
青
さ
が
吸
い
あ
ぐ
る
　
　
　
藤
永
　
郁
代

ふ
ん
ば
っ
て
畦
焼
く
事
も
峽
く
ら
し
　
　
　
坂
田
　
昭
代

山
鹿
俳
句
会　

二
月
例
会

利
光
釈
郎
選

直
り
き
て
刻
打
つ
時
計
あ
た
た
か
や
　
　
　
大
林
　
信
子

ク
レ
ソ
ン
を
洗
ふ
背
中
に
牛
の
声
　
　
　
　
松
井
　
夕
子

春
浅
し
唱
歌
の
調
べ
口
ず
さ
む
　
　
　
　
　
中
原
　
英
明

銀
河
俳
句
会

童
心
に
も
ど
る
還
暦
春
の
宴
　
　
　
　
　
　
飯
川
　
貞
子

盛
り
上
る
土
に
息
吹
き
の
春
隣
　
　
　
　
　
酒
井
　
睦
美

水
仙
の
花
の
折
れ
た
る
夜よ

わ半
の
雨
　
　
　
　
内
古
閑
眸
子

石
人
短
歌
会　
二
月
例
会

富
田
豊
子
選

路
地
裏
に
分
相
応
に
住
み
て
生
く
雑
草
青
き
花
も
楽
し
み
　
　
　
　
　
　�

鬼
木
　
芳
子

丘
に
登
り
精
一
杯
の
声
を
出
す
　
木こ

だ

ま霊
返
ら
ず
た
だ
淋
し
か
り
　
　
　
　
　
松
岡
み
ち
え

ま
ど
ろ
み
に
夢
は
大
空
翔か

け

て
を
り
希
望
の
年
の
新
た
な
夜
明
け
　
　
　
　��

上
妻
千
佐
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

三
月
例
会

冬
ご
も
り
ぬ
け
て
お
ぼ
ろ
の
野
に
佇
て
ば
身
に
ふ
つ
ふ
つ
と
涌
く
も
の
の
あ
り�

関
　
ケ
イ
子

朝
夕
に
眺
め
る
山
や
不
動
岩
教
え
て
く
れ
よ
過
ご
す
た
つ
き
を
　
　
　
　���

皆
本
　
幸
子

日
暮
れ
き
て
木
の
間
か
く
れ
に
如
月
の
凍
て
付
く
空
に
星
の
煌
め
く
　
　
　
鶴
田
　
美
昭

鹿
北
短
歌
会　

三
月
詠
草

に
こ
に
こ
と
挨
拶
交
わ
し
今
の
人
ど
こ
の
ど
な
た
か
思
い
出
せ
な
い
　
　
島
北
　
鎌
岳

診
察
日
待
合
室
の
た
わ
い
な
き
話
う
つ
ろ
に
時
は
過
ぎ
ゆ
く
　
　
　
　
　
古
川
　
恵
子

亡
き
甥
が
そ
の
若
き
日
に
移
植
せ
し
え
び
ね
は
小
暗
き
森
に
生
き
継
ぐ
　���

深
牧
　
五
雄

菊
鹿
短
歌
会　

二
月
詠
草

ば
ち
ば
ち
と
己
が
虚
ろ
を
解
き
放
ち
左
義
長
の
火
は
中
空
焦
が
す
　
　
　
渕
上
　
修
次

道
端
に
た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
丸
く
透
き
飛
ぶ
寸
前
か
温
か
み
も
つ
　
　
　
　
坂
本
サ
チ
子

四
つ
五
つ
花
か
ず
多
き
水
仙
を
寒
曇
る
日
の
厨
に
挿
せ
り
　
　
　
　
　
　
中
原
ち
え
こ

鹿
央
短
歌
会　
二
月
作
品

庭
に
咲
く
千
両
水
仙
仏
壇
に
供
え
る
わ
れ
の
五
十
数
年
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
道
子

一
面
に
霜
覆
ひ
た
る
葉
の
か
げ
に
ク
リ
ス
マス
ロ
ー
ズ
ひ
っ
そ
り
咲
け
り
　
　��

東
　
よ
り
子

ど
ん
ど
や
の
青
竹
は
じ
け
る
音
響
き
里
の
山
々
木
霊
で
返
す
　
　
　
　
　
江
藤
美
知
子

鹿
本
短
歌
会　
二
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

棲
め
ぬ
土
地
産
み
し
原
発
蒼あ

を
ぞ
ら天
は
何
と
見
給
ふ
眼
蔭
し
あ
ふ
ぐ
　
　
　
　��

中
川
　
晶
子

朝
陽
う
け
庭
の
紅
梅
ふ
く
ら
め
ば
し
ず
む
心
に
力
湧
き
く
る
　
　
　
　
　���

出
井
セ
キ
子

古
布
を
小
屋
に
引
き
込
み
暖
を
と
る
飼
犬
あ
は
れ
わ
が
様
に
似
て
　
　
　��

森
本
す
み
子
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新着図書ピックアップ《今月は中央公民館図書室から》

問い合わせ先
社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651
ひだまり図書館　　☎ 46 ｰ 1310
鹿北市民センター　☎ 32 ｰ 3111
菊鹿市民センター　☎ 48 ｰ 3111
鹿央市民センター　☎ 36 ｰ 3111

蔵書場所の省略表記
中央公民館図書室　【中央】　ひだまり図書館　　【ひだまり】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【中央】 【中央】
【ひだまり】

【中央】
【ひだまり】
【菊鹿】

道は開ける　決定版カーネギー
D. カーネギー / 著　東条健一 / 訳　新潮社

　ほんの少しの行動で、人生は劇的
に変わる！幾多の経験の中から選りすぐ
られた、だれもが直面する不安や悩み
を克服するための実践的方法を紹介す
る。カーネギーの歴史的名作から、重
要な部分をセレクトした新訳決定版。

　なぞなぞナゾナゾフッフッフー。
２人の男の子がなぞなぞ合戦を始め
て・・。ページをめくるドキドキ感
と、なぞなぞの暴走っぷりが楽しい、
読み聞かせにぴったりの絵本。見返
しにもなぞなぞあり。

なぞなぞフッフッフッー
武田美穂 / 作　ホルプ出版

約束の海
山崎豊子 / 著　新潮社

　海上自衛隊の潜水艦と釣り舟が衝
突。若き士官を襲う過酷な試練。その
父は昭和 16 年、真珠湾に出撃してー。
時代に翻弄され、時代に抗う、父子
100 年の物語が、いま始まる。「週刊
新潮」連載に加筆・修正し単行本化。

催しスケジュール
中央公民館和室
・おはなし会
　日時▷４月23日㈬　午後３時から
ひだまり図書館（ひだまり改装工事終了のた
め、ひだまり図書館お話室で実施します）
・おはなし会
　日時▷�４月12日㈯・19日㈯・26日㈯

   　　　　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷�４月15日㈫・22日㈫

　 　　 　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷�４月15日㈫・22日㈫

  　　午前10時45分から

今月の休館日
中央公民館図書室（移転先）
　▷４月28日㈪
ひだまり図書館
　▷４月1日㈫から11日㈮まで・14日㈪
　　���21日㈪・28日㈪・29日㈫・30日㈬

『やまが肝いりどん』通信
婚活中の皆さまへのアドバイス（第５回）
　平成25 年１１月に実施されたＩＢＪ運営の「日本結婚相
談所連盟」に加盟する全国の結婚相談所の仲人を対象と
した「仲人の結婚サポート」に関する意識調査結果よりご
紹介します。（有効回答数：132 人）
　ＤＩＭＥ（小学館）　１月１２日配信記事より引用
■ 仲人の91．7％が「理想と違う点がある異性」ともお見

合いをしたほうが良いと回答（以下は仲人の声）
○�目の前の人と話して波長が合えば「理想」なんてどこ
かに置き忘れてしまうもの。それくらいの柔軟性があ
る方が結婚は決まるのが早いようです。
○�理想のタイプといえども写真やプロフィールのみで
の判断だけでは危険です。プロフィールだけだと相手
の現実は何も見えない。直接会って会話する中でこ
そ、その人物に触れることができるのです。
　「理想のタイプ」というと、年収、容姿、身長、学歴など複数
の角度から条件を設定される方も多いと思いますが、その

中から絶対に譲れない条件を見つけるためにも、お見合い
はしたほうがよいのです。会ってお話しすることで、自分の理
想とは違うけれども許容範囲であったり、会話をしていて楽
しかったり、気遣いができる優しい方だとか、プロフィールに
は書かれていない相手の良いところが見えてくることも多い
のです。
　会う前の“理想”は案外自分の勘違いだったりすることも
多いので、自分の理想が勘違いなのか絶対譲れない条件
なのかを知るには、やはり理想のタイプと異なる点がある相
手ともお見合いをして、可能性を広げていくのが成婚への
近道になるといえるでしょう。
肝いりどんについての問い合わせ先

…地域生活課　☎４３−１１１４

登 録 者
　男　性　　　７２人
　女　性　　　４６人

見合い実数　１４０組
交 際 中　　　６組
成 婚　　　３組
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や
ま
が

　
　
　

戦
国
物
語
連載第２回

〜
城じ
ょ
う
む
ら
じ
ょ
う

村
城
跡
と
肥
後
国
衆
一
揆
〜

「
当
選
商
法
」
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
相
談
内
容
】

　「
当
選
権
利
」や「
賞
金
確
定
」な
ど
と
記
さ
れ
た
メ
ー

ル
や
郵
便
物
が
届
い
た
。個
人
情
報
を
記
入
し
返
信
す

る
と
、賞
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
書
い
て
あ
り
、返
信
し

た
。そ
の
後
、賞
金
は
送
ら
れ
て
こ
ず
、最
近
で
は
投
資

を
誘
う
メ
ー
ル
や
電
話
が
頻
繁
に
来
て
迷
惑
し
て
い
る
。

【
問
題
点
】

●
　�

そ
も
そ
も
応
募
す
る
前
か
ら
「
当
選
」と
い
う
話
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。

●
　�

申
し
込
み
や
応
募
に
よ
っ
て
、個
人
情
報
漏ろ

う
え
い洩

の
恐

れ
が
あ
り
ま
す

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

架
空
請
求
と
同
じ
く
、返
事
を
出
さ
な
い
、無
視
す

る
こ
と
が
最
善
の
被
害
防
止
策
で
す
。

●
　�

高
齢
者
に
届
く
不
審
な
郵
便
物
に
は
、周
囲
が
気

を
配
り
ま
し
ょ
う
。

＊�

申
し
込
む
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

※�

悪
質
業
者
の
手
口
は
複
雑
か
つ
巧
妙
化
し
て
い

て
、相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。市
で

は
、専
任
の
相
談
員
を
配
置
し
、い
つ
で
も
相
談
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
相
談
窓
口

や
出
前
講
座
な
ど
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
４
３
‐
１
４
１
３

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

城
村
城
跡
の
時
代
と
歴
史
　

　
城
村
城
は
、
中
世
と
言
わ
れ
る
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
城
村
城
が
築
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
書

物
『
肥
後
國
誌
』
に
は
菊
池
一
族
で
あ
る
藤
原
隆た

か
つ
ね経
が
築
き
、

隆
経
は
そ
れ
以
後
「
城じ

ょ
う

」
と
名
乗
っ
た
と
あ
り
ま
す
。（
ま
た

今
か
ら
約
七
五
〇
年
前
の
文
永
五
年
（
１
２
６
８
）
に
隆
経
が

城
村
城
に
入
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。）

　
隆
経
以
後
、
代
々
城
氏
の
お
城
で
し
た
が
、�
天て

ん
ぶ
ん文
十
九
年

（
１
５
５
０
）
に
城
親ち

か
ふ
ゆ冬
が
隈
本
城
に
移
り
、
そ
の
後
隈
部

親ち
か
や
す泰
が
天
正
十
五
年
（
１
５
８
７
）
の
肥
後
国
衆
一
揆
が
終
わ

る
ま
で
自
分
の
城
と
し
ま
し
た
。

　
一
揆
鎮
圧
後
親
泰
は
死
亡
し
、
城
主
が
い
な
く
な
っ
た
城
村

城
は
廃は

い
じ
ょ
う城
に
な
り
ま
し
た
。

中
世
と
は
？

　
中
世
と
は
古
代
（
奈

良
・
平
安
時
代
）
と
近

世
（
江
戸
時
代
）
の
間

の
時
代
の
こ
と
で
す
。

平
安
時
代
の
終
わ
り
ご

ろ
（
平た

い
ら
の
き
よ
も
り

清
盛
の
時
代
）

か
ら
鎌
倉
、
室
町
、
戦

国
時
代
を
経
て
、
安あ

づ

ち土

桃
山
時
代
（
織
田
信
長

や
豊
臣
秀
吉
の
時
代
）

ま
で
を
中
世
と
す
る
の

が
一
般
的
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
教
育
課　

☎
43
‐
１
６
５
１

安土桃山時代 室町時代 鎌倉時代 平安時代
（
南
北
朝
時
代
の
年
号

は
南
朝
）

１
６
０
０

１
５
９
６

１
５
９
２

１
５
９
０

１
５
８
８

１
５
８
７

１
５
８
６

１
５
８
２

１
５
８
０

１
５
７
９

１
５
７
３

１
５
５
９

１
５
５
１

１
５
５
０

１
５
３
４

１
４
８
１

１
４
６
７

１
３
９
２

１
３
８
１

１
３
７
５

１
３
５
９

１
３
３
８

１
３
３
６

１
３
３
５

１
３
３
４

１
３
３
３

１
３
１
６

１
２
８
１

１
２
７
４

１
２
６
８

１
１
９
２

１
１
８
５

１
１
６
７

西
暦

慶
長
５
年

慶
長
元
年

文
禄
元
年

天
正
18
年

天
正
16
年

天
正
15
年

天
正
14
年

天
正
10
年

天
正
８
年

天
正
７
年

天
正
元
年

永
禄
２
年

天
文
20
年

天
文
19
年

天
文
３
年

文
明
13
年

応
仁
元
年

元
中
９
年

弘
和
元
年

天
授
元
年

正
平
14
年

延
元
３
年

延
元
元
年

建
武
２
年

建
武
元
年

元
弘
３
年

正
和
５
年

弘
安
四
年

文
永
11
年

文
永
５
年

建
久
３
年

文
治
元
年

仁
安
２
年

年
号

※
城
村
城
に
関
す
る
こ
と
は
青
字
で
表
示

肥
後
で
検
地
が
行
わ
れ
る

肥
後
国
衆
一
揆
お
こ
る

島
津
軍
が
山
鹿
城
を
攻
め
る

龍
造
寺
氏
が
肥
後
北
部
を
ほ
ぼ
支
配
下
に
す

る
。隈
部
親
永
が
隈
府
城
に
入
城

龍
造
寺
・
隈
部
軍
が
星
子
氏
の
長
坂
城
を
落
と
す

合
瀬
川
の
合
戦（
隈
部
親
永
軍
対
赤
星
親
家
軍
）

で
隈
部
軍
勝
利

大
友
義
鎮
が
肥
後
を
ほ
ぼ
平
定

城
親
冬
が
隈
本
城
に
移
り
、隈
部
親
泰
が
城
村

城
に
入
城

菊
池
義
宗
（
大
友
重
治
）軍
と
大
友
義
鑑
軍
が

山
鹿
口
で
合
戦

万
句
連
歌
会
が
隈
府
で
開
催
。山
鹿
の
国
衆
ら

も
参
加

菊
池
本
城（
隈
府
城
）落
城
。今
川
了
俊
軍
の
勝
利

水
島
の
戦
い
で
菊
池
武
朝
が
今
川
了
俊
を
撃
退

山
鹿
庄
が
少
貮
氏
領
と
な
る

山
鹿
の
湯
坪
を
広
め
薬
師
堂
を
建
立
と
伝
え
る

菊
池
武
時
、日
輪
寺
を
再
興
す
る
と
い
う

城（
菊
池
）隆
経
が
城
村
城
に
入
城
し
た
と
い
う

菊
池
隆
直
が
菊
鹿
町
相
良
で
緒
方
惟
能
と
戦
っ

た
と
い
う

山
鹿
で
の
主
な
で
き
ご
と

※
山
鹿
市
史
・
菊
鹿
町
史
を

　

も
と
に
作
成

関
が
原
の
戦
い
が
起
こ
る

慶
長
の
役
が
起
こ
る

文
禄
の
役
が
起
こ
る

豊
臣
秀
吉
が
全
国
統
一

刀
狩
令
が
出
さ
れ
る

本
能
寺
の
変
が
起
こ
る

室
町
幕
府
が
滅
び
る

応
仁
の
乱
が
起
こ
る
→
戦
国
時
代
へ

足
利
義
満
が
南
北
朝
を
合
一

筑
後
川
の
戦
い（
菊
池
武
光
軍
勝
利
）

足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
な
り
室

町
幕
府
を
開
く

南
北
朝
の
内
乱
が
始
ま
る

後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
の
新
政
が

始
ま
る

鎌
倉
幕
府
が
滅
び
る

弘
安
の
役
（
元
寇
）

文
永
の
役
（
元
寇
）

源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
作
る

壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
氏
が
滅
び
る

平
清
盛
が
太
政
大
臣
に
な
る

日
本
で
の
主
な
で
き
ご
と

城村城石碑看板

山
鹿
の
中
世
の
年
表
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環境だより環境だより

問…環境課　☎43-7211

い
ら
な
く
な
っ
た「
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
」

は
、正
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う

　「エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機」は、�家電リサイクル法により
リサイクルすることが義務付けられています。

①�新品との買い替えの場合　⇒　　新しい商品を購入
する電気店へ
　�　新しい家電製品を購入する電器店で、引き取りを申
し込みましょう。
　�　電器店は引き取った家電をメーカーに引き渡し、メー
カーがきちんとリサイクルしてくれます。
②�古くなって処分だけしたい場合　⇒　処分する物を購入した電器店へ
　�　家電を購入した電器店に引き取ってもらいましょう。

●�　不要になった家電製品をリサイクルするためには、自己負担の費用（リサイクル料金）
がかかります。引き渡すときにリサイクル料金と収集運搬料金を支払います。その際、家電
リサイクル券が発行されます。この券で処分追跡が可能になります。
　�　リサイクル料金は、資源と環境を守り” 循環型社会“ をつくるために必要な料金です。
③�不用品回収業者の利用は、ほとんどがきちんと処分されず深刻な環境汚染を引き起こ
す原因につながっています。

　違法な不用品回収業者に引き渡された廃家電が、環境対策されずに国内外で不適正
処理されています。
　ご家庭からの廃棄物を回収するには、『一般廃棄物収集運搬業の許可』または『山鹿
市の委託』が必要です。

　4品目家電以外の家電については、資源ごみ（金物類、その他の資源）や粗大ごみ（資
源ごみのコンテナに入らないもの）の収集時に出すことができます。
　必ず出す前に『山鹿市家庭ごみ分別辞典』でご確認ください。



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 2635　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455
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あなたの子育てを応援します！

　今春、国立大学二次対策授業を終えた時のことです。あ
る３年生が「私は、第一希望の受験を『無理』だと周囲か
ら猛反対されました。しかし、受験すると決めてこれまで勉強
してきました。内心、不安しかありませんでした。鹿高最後の
授業を受け、今では試験を楽しみにしています。どんな結果
が出ても悔いはありません。今までの努力と思いを答案に
ぶつけてきます。」と話しに来ました。この生徒は、授業終盤、
難関大の問題を見事に解きこなすまでになっていました。
　またある生徒は、中学時代、けがに苦しみ部活動でなか
なか結果が出せなかったそうです。しかし、高校３年生の頃
には、全国レベルで活躍するまでになりました。指導には素
直で、目標には頑固な生徒で、競技力向上への貪欲さは、
強烈に印象に残っています。
　毎年毎年、鹿高生は何故こんなにも伸びていくのだろう
かと思います。鹿高生はみんな本当によく伸びます。その伸
び率は九州でも屈指と言われています。鹿本高校にはすご
い才能を持った生徒が集まっているのか、すごい先生がい
るのか、はたまた何かスペシャルな指導法があるのか？
　いえ、普通の高校生が、普通に勉強して、部活して、先生
たちも一生懸命指導しているだけです。でも一つだけ違う

のは、皆「本気モード」だということです。勉強、部活だけで
なく、挨拶も、掃除もすべて本気です。この「本気モード」が
生徒を大きく伸ばす源ではないかと思います。この源泉は、
夢実現のために、一生懸命に、がむしゃらに努力する鹿本
高校の伝統です。お蔭さまで、進学でも、部活動でも、鹿高
生の活躍は枚挙にいとまがありません。（鹿高生の活躍は
☞http://www.higo.ed.jp/sh/kamotosh/）

夢実現～一生懸命がむしゃんよか～
　　　　　　　　　　大きく伸びる鹿高生！

鹿本高等学校

中村美裕
（山鹿中出身）
クムホ・アシアナ杯
エッセイコンテスト
優秀賞（韓国康熙
大学へ研修視察）

子育ての友だちが
ほしいんだけど…

子育て親子から小中高生、どなたでも利用できます。
待ってま～す !!
【子育て支援センター】
　毎週月曜～金曜日　午前 10時～午後４時
　菊鹿（毎週月曜～土曜日）
　鹿央・鹿北（第３土曜オープン）
【つどいの広場】
　毎週月曜～土曜日　午前 10時～午後４時
【児童館】
　毎週月曜～土曜日　午前９時～午後５時

病気の回復期にある子どもを一時的に預かります。
【病後児保育室】
　月曜～土曜日　午前８時～午後６時（要登録）

全国高等学校柔道選手権熊本大会
男子団体３位

左上から浅田英揮（山鹿中出身）、吉里颯一
（菊鹿中出身）、松岡靖昂（山鹿中出身）、野
田健太郎（天明中出身）、左下から成瀬和真
（西合志中出身）、西田海斗（天明中出身）

【離乳食教室についてのお知らせ】
　平成26年度は、４月から年６回生後４
～５カ月児を対象に実施予定です。
子育て支援センタ－通信、チラシ、情報
メールなどでお知らせします。

「こんな時には」

子どもとどうやって関われ
ばいいの？

話を聞いてほしいな…

赤ちゃんをつれて遊べる
ところは…

【山鹿温泉祭で「忍者の里」をします】
☆忍者になってあそぼう
日時　４月12日㈯
　　　午前10時～午後２時
場所　中町公園周辺

【移転のお知らせ】
　鹿本子育て支援センター
は、３月17日に鹿本生涯学
習・健康センター「ひだまり」
に移転しました。

子育て支援センター・つどいの広場
児童センター・病後児保育室は

〜親子で一歩、外に足を踏み出してみませんか〜



わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園
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こども太鼓への思い
岩野保育園☎ 32－ 2230

　岩野保育園では、毎年年長・年中児がこども太鼓を演
奏します。こども太鼓は、竹・樽・大太鼓でそれぞれ叩

たた

き
方が違いますが、子どもたちは自分の担当だけでなくそれ
ぞれの音とリズムをすべて覚えて演奏しています。これは私
たち親の代から受け継がれていて、我が子が家でタッカタ
ンと何気なくリズム打ちしていると一緒になって叩いてしま
い、体にしみついているんだなぁと懐かしい思いでした。
私が ｢馬が駆けているように叩かなんとぞ｣ と教えると「そ
れ先生も言いよんなった」と指導法も代々受け継がれてい
てすごいことだと改めて感じました。
　本年度は４回発表の場があり、いずれも迫力のあるかっ
こいい演奏ができました。舞台に立つ我が子の姿はいつも
より大きく感じ、たくさんの拍手の中で輝いていました。子ど
もたちは太鼓を通して、上手に演奏できた時のうれしさや
達成感、団結力などを感じています。このようないい経験
ができるこども太鼓をこれからも先生方と受け継いでいって
ほしいと思います。　保護者　野中大樹

　大道小学校では、この３つの目標に向かって児童・職
員・保護者や地域が一丸となって教育活動に取り組んで
います。
　まず、「やさしく」で紹介したいのは、本校のオンリーワ
ンの取組である、児童会の「大道っ子サミット」です。全
校児童が集まり、よりよい学校に向けて意見を発表し、話
し合います。1学期は「どこでもあいさつ　楽しさあふれ
る大道小」にしようという目標を決めました。この目標に
向かって、あいさつ運動や縦割り班遊び等に子どもたちの
アイディアを生かして取り組んできました。
　「かしこく」では「大道っ子応援団」のご協力により「ぐ

んぐんタイム（45 分間）」や「わくわくタイム（15 分間）」
といった学力充実のための時間を毎月設定しています。保
護者や地域の皆さんに誉めてもらったり、励ましてもらった
りすることで、児童の学習意欲が高まっています。
　「たくましく」では２月の「学校へ 15 会」を「心と体の
成長を考える日」として、縄跳び大会、性教育の授業、
いのちをつなぐ会の高濵伸一先生の講演会を行いました。
命の大切さについて考える1日になりました。
　これからも、「やさしく」「かしこく」「たくましい」児童の
育成にけて、大道小はがんばります。

「やさしく」「かしこく」「たくましく」大道小学校

親子でそば打ち
育てて！作って！味わって！

三玉保育園☎ 43－ 6330
　三玉保育園では、そば
の栽培を始めて６年になり
ます。
　8 月にそばの種をま
き、11 月に収穫し、脱穀、
唐箕にかけ、製粉だけを
製粉所に頼みます。
　そして毎年 1月には年
長児さんの親子でのそば打ちをします。
　そば打ちの指導はなんと保育士たち。そば道場で修
業をしてきました。
　そばは、そば粉８　小麦粉２の二

に は ち

八蕎
そ ば

麦。
　さらさらの粉が団子状になり、それをのばして切っ
て麺になる。この工程も楽しくまた感動的です。

　そしてみんなでいた
だくおそばは美味しく、
心に残る味となります。
　この親子での貴重な
体験を胸にピカピカの
1年生になります。
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経済部

農業振興課

経済総務係

別館１階 43-1556 農畜産業振興、担い手育成、生産調整、有害鳥獣対策などに関すること
担い手支援係
農業振興係
産業開発推進室

農林整備課
農村維持係

別館１階 43-1571 農地の整備、土地改良、林業振興などに関すること農村整備係
林務係

商工観光課

観光振興係

別館１階

43-1579
商工業振興、消費者保護、企業対策、観光振興、誘客企画
などに関すること

商業振興係
43-1413企業誘致推進室

にぎわい創出推進室

建設部

建設課
建設総務係

別館２階 43-1584 道路・橋梁等の整備、用地対策などに関すること土木係
用地対策係

都市計画課

計画係

別館２階 43-1591 都市計画、景観、公園、市営住宅などに関すること整備係
景観建築係
住宅係 43-1587

下水道課
業務係 浄水

　センター 43-1198 公共下水道、農業集落排水、合併浄化槽などに関すること工務係
管理係

水道局

水道課 業務係 水道局 43-1161 水道施設の維持・管理、水道料金などに関すること工務係

会計
会計課 会計係 本庁１階 43-1632 会計、出納、収入・支出の確認などに関すること

教育委員会

教育総務課
総務企画係

九電跡２階 43-1638 学校教育、学校給食、転入学、教育相談などに関すること学務係
学校教育指導室 43-1391

学校施設課 施設管理係 九電跡２階 43-1396 学校施設の整備、学校規模適正化などに関すること学校規模適正化推進室

社会教育課
管理係

九電跡１階 43-1651 青少年健全育成、生涯学習、公民館、図書館、文化振興、文化財、博物館などに関すること生涯学習係
文化係

社会体育課
スポーツ振興係

総合体育館内 43-0090 スポーツ振興、総合体育館、県民体育祭などに関すること管理係
県民体育祭推進室

子ども課 子育て支援係 本庁１階 43-1514 子育て支援、保育園、幼稚園などに関すること保育幼稚園係

選挙管理委員会
選挙管理委員会事務局 選挙係 本庁３階 43-1594 選挙に関すること

監査委員会
監査委員会事務局監査係 本庁３階 43-1596 監査に関すること

公平委員会
公平委員会 （監査委員事務局兼務） 本庁３階 43-1596 公平委員会に関すること

農業委員会

農業委員会事務局農政係 別館１階 43-1614 農地の権利移動、農地流動化、農業者年金に関すること農地調整係

議会

議会事務局 議会総務係 本庁２階 43-1634 市議会に関すること議事係
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総務部

秘書企画課
秘書係

本庁２階
43-1110

秘書、広聴広報、総合計画、政策調整などに関すること企画係 43-1112政策調整室

総務課

行政係
本庁２階 43-1117 文書法制、情報公開、人事、給与、研修、統計、情報システ

ム、ホームページなどに関すること
職員係
統計係
情報管理室 NTTビル 43-7557

防災対策課 防災係 本庁２階 43-1113 防災、防犯、消防などに関すること消防係

財務課
財政係

本庁３階 43-1119 予算、財産管理、入札、契約などに関すること財産管理係
監理契約室 43-1118

人権政策課 人権教育啓発係 本庁３階 43-1199 人権施策、男女共同参画などに関すること男女共同参画推進室

市民部

地域生活課 市民総務係 本庁２階 43-1114 嘱託員、地縁団体、地域審議会、地域交通対策などに関すること活動支援係
市民課 市民係 本庁１階 43-1169 住民票、戸籍、印鑑登録、パスポートなどに関すること

税務課
市民税係

本庁１階
43-1120

市税に関すること固定資産税係 43-1121
収納係 43-1144

環境課
環境政策係 浄水

　センター 43-7211 環境保全、廃棄物対策、畜犬登録、墓地・火葬場、一般廃棄物処理施設建設などに関すること廃棄物対策係
廃棄物処理施設建設推進室

鹿北市民センター 地域係 旧鹿北
　総合支所 32-3111 各種窓口、地域振興、健康福祉、産業振興などに関すること市民係

菊鹿市民センター 地域係 旧菊鹿
　総合支所 48-3111 各種窓口、地域振興、健康福祉、産業振興などに関すること市民係

鹿本市民センター 地域係 旧鹿本
　総合支所 46-3111 各種窓口、地域振興、健康福祉、産業振興などに関すること市民係

鹿央市民センター 地域係 旧鹿央
　総合支所 36-3111 各種窓口、地域振興、健康福祉、産業振興などに関すること市民係

福祉部

福祉課

福祉総務係
本庁１階 43-1167

福祉政策、民生委員、児童委員、生活保護、虐待防止、
児童手当、子ども医療費、障がい者福祉などに関すること

児童家庭係
保護係 43-1168
障がい福祉係 健康福祉センター 43-0052

長寿支援課
長寿総務係 健康福祉

　センター 43-1077 高齢者福祉、介護保険、在宅福祉サービス、地域包括支援センターなどに関すること介護サービス係
地域包括支援係

健康増進課 保健総務係 健康福祉
　センター 43-0050 健康づくり、各種検診、献血などに関すること健康増進係

国保年金課 国民健康保険係 本庁１階 43-1527 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金などに関するこ
と後期医療年金係 43-1530

　社会経済情勢の変化や多様化する行政課題に的確に対応し、これまで以上
に行政運営の簡素化・効率化を図るため、新庁舎への機能移転を前に、市役
所の組織体制を変更します。

問い合わせ先…総務課　職員係　☎４３−１１１７

市役所の組織が変わります
４月１日から



このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５
１歳６か月児健診
24 年 8月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

６ ７ ８ ９ 10 11 12
３・４か月児健診
25 年 12 月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付
７・８か月児健診
25 年 8月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

13 14 15 16 17 18 19
３・４か月児健診
25 年 12月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
25 年 5月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

すくすく学級
25 年 5月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
22 年 12月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

20 21 22 23 24 25 26
７・８か月児健診
25 年 8月生
山鹿(三玉を除く)・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
24 年 8月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
22 年 12月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

27 28 29 30

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館
【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山�健 �福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本健康福祉センター
　　　　　　（ひだまり）

４健康カレンダー
月

献血にご協力ください

【献血日】４月 21日㈪
◦鹿北市民センター
　受付時間　��9：30 〜 11：30
◦ＪＡかもと鹿北支所
　受付時間　13：00 〜 15：30

● 昭和の日

母子健康手帳交付時に持参するもの
◦印鑑◦妊娠届出書◦上のお子さんの母子健康手帳
※�母子健康手帳交付の日程で都合が悪い場合は、相
談に応じますのでご連絡ください。

乳幼児健診の対象のお子
さんには個別通知を出し
ています。届いていない
場合は、健康増進課へ連
絡してください。

　一生のうちに、日本人のおよそ2人に1人はがんになり、
3人に1人はがんで亡くなっています。
　山鹿市でも、死亡原因の第 1位はがんです。がんの早
期発見・早期治療には、がん検診が有効です。しかし、
山鹿市のがん検診受診率は、各検診ともに20％以下の現
状です。
　自分のために、大切な家族のために、定期的にがん検診
を受けましょう！
　申し込みがまだの人は、各種健診希望調査票を早めにご
返送ください。

受けましょう！がん検診
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山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
１
８
５

山鹿市民医療センター
眼科

田原　仁

元気の
お手伝い

Vol.60

加
齢
黄
斑
変
性

　
危
険
因
子
と
し
て
は
喫き

つ
え
ん煙

が
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
齢
黄
斑
変
性
は
現
在
Ｏ
Ｃ
Ｔ

と
い
わ
れ
る
、
網
膜
の
断
面
を
詳

細
に
見
る
た
め
の
機
械
の
進
歩
に

よ
り
、
初
期
の
も
の
で
も
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
治
療
と
し
て
は
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
と

い
う
新
生
血
管
の
活
動
性
を
押
さ

え
る
よ
う
な
薬
を
眼
内
に
注
射
す

る
治
療
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
治

療
は
早
い
ほ
う
が
、
視
力
維
持
に

対
し
て
は
効
果
が
高
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
50
歳
以
上
の
人
で
上
記
の
よ
う

な
症
状
が
あ
る
人
は
、
ま
ず
は
眼

科
で
眼
底
検
査
を
受
け
て
み
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
そ
の

際
に
は
、
瞳ど

う
こ
う孔

を
開
く
検
査
を
す

る
可
能
性
が
高
い
た
め
ご
自
分
で

は
運
転
を
せ
ず
に
い
か
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
）

　
加か

れ
い
お
う
は
ん

齢
黄
斑
変
性
は
眼
の
奥
に
あ

る
網も

う
ま
く膜

の
中
の
黄
斑
と
い
う
部
分

に
起
こ
る
病
気
で
す
。

　
網
膜
は
、
眼
の
中
に
入
っ
て
き

た
光
を
認
識
す
る
部
分
で
、
特
に

黄
斑
は
網
膜
の
中
心
に
あ
り
、
も

の
の
詳
細
を
見
分
け
た
り
文
字
を

読
ん
だ
り
す
る
非
常
に
大
切
な
場

所
で
す
。

　
加
齢
黄
斑
変
性
は
、
加
齢
に
よ

り
網
膜
の
後
ろ
に
あ
る
脈み

ゃ
く
ら
く
ま
く

絡
膜
と

い
う
部
位
に
新
生
血
管
と
い
う
異

常
な
血
管
が
発
生
し
、
そ
こ
か
ら

出
血
し
た
り
、
新
生
血
管
か
ら

滲し
ん
し
ゅ
つ
せ
い

出
性
変
化
（
血
管
の
中
の
液
体

成
分
が
漏
れ
て
く
る
こ
と
）
が
起

き
た
り
す
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。

　
症
状
と
し
て
は
視
力
低
下
や
中
心

部
の
暗
点
（
見
た
い
と
こ
ろ
に
暗
い

と
こ
ろ
が
あ
る
）
や
変
視
（
線
が
ゆ

が
ん
で
見
え
る
）
な
ど
が
出
て
き
ま

す
。
頻
度
と
し
て
は
福
岡
県
久
山
町

で
行
わ
れ
た
研
究
で
は
50
歳
以
上
の

人
で
0.9
％
の
人
に
認
め
ら
れ
た
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

※�上記以外のかかりつけの医療機関で接種を希望する場合は、
　かかりつけの医療機関にお問い合わせください。

平成 26年度　山鹿市定期予防接種協力医療機関
子どもの予防接種に行く前は、予防接種手帳などの説明を読み、
母子健康手帳で接種状況を確認の上、医療機関へ予約しましょう。

医療機関名 連絡先
☎

定期予防接種

Hib 小児用
肺炎球菌 ４種混合 BCG 三種混合 単独不活化ポリオ

ＭＲ 日本脳炎 二種混合（実施月）子宮頸がん１・２期 １期 ２期
1 井上産婦人科医院 44-6615 − − − − − − − − − − ◦
2 井上小児科医院 44-5628 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦（年間） −
３ うちだ内科医院 44-5800 − − − − − − ◦

２期のみ − − ◦（年間） ◦
４ 大坪内科呼吸器科医院 44-7722 − − − − − − − − − − ◦
５ きくか松岡クリニック 48-2055 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦（年間） ◦
６ 桑木内科 46-2063 − − ◦ − ◦ ◦ ◦ − − − −
７ 小林医院 32-3893 − − − − − − − − − − ◦
８ 坂本医院 44-2763 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦（年間） ◦
９ さがわ医院 44-2540 − − − − − − − − − − ◦
10 徳永循環器科内科医院 44-3111 ◦ ◦ − − − − − − ◦ ◦（７、８月） ◦
11 中川医院 46-3106 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦（年間） ◦
12 東内科小児科医院 44-3444 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦（年間） ◦
13 平井藤岡医院 46-2146 − − − − − − ◦ − − ◦（年間） −
14 保利病院 43-1212 − − − − − − − − − − ◦
15 三森循環器科呼吸器科病院 42-1234 − − − − − − − − − ◦（８月） ◦
16 山鹿温泉リハビリテーション病院 43-4151 − − − − − − − − ◦ ◦（８月） −
17 やまがクリニック 41-5433 ◦ ◦ − − − − − − − − −
18 幸村医院 36-2000 ◦ ◦ ◦ − ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ − ◦
19 横手医院 44-2773 − − − − − − − − − − ◦
20 山鹿市民医療センター 44-2185 − − − − − − − − − − ◦
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２

山　鹿

　山　鹿　宮田　秀樹さん (34)　水音　邦博さん (81)
　　　　　永溝　キミさん (96)　角田キクノさん (92)
　　　　　荒木良太郎さん (72)　茨木　富吉さん (79)
　　　　　立花　敬治さん (60)　佐藤　節子さん (69)
　川　辺　西山ハギヱさん (109)
　八　幡　中村　忠勝さん (80)　鹿子木アヤオさん (89)
　　　　　木村　一侈さん (87)　竹山アヤメさん (89)
　三　岳　大坂フツ子さん (81)　園田惠美子さん (64)
　三　玉　下瀨　廣友さん (85)　脇山フミ子さん (88)
　大　道　福山シズカさん (96)　平部　芳包さん (92)
　　　　　西村　一義さん (48)　川内　新一さん (54)
鹿　北

　岳　間　中満　康郎さん (93)　藤本　久尚さん (85)
　　　　　藤本すずえさん (58)　山本　貞義さん (87)
　岩　野　立石　昭子さん (79)　永田　綾子さん (76)
　　　　　池川キヨ子さん (80)
　広　見　中原　千春さん (97)　飛松　安子さん (83)

菊　鹿

　六　郷　宮﨑マサエさん (98)　永田　孝葊さん (64)
　　　　　芹川キクエさん (98)　木庭　敏光さん (99)
　城　北　立花ノブコさん (89)　古閑　三博さん (81)
　　　　　園田　太郎さん (94)
鹿　本

　来　民　藤本　一枝さん (92)　長島　利和さん (76)
　　　　　渡辺　義光さん (90)　古澤シゲ子さん (70)
　　　　　大墨　通夫さん (87)
　稲　田　石田　道雄さん (83)　出井　友二さん (74)
　　　　　緖方　伸一さん (79)　木村伊一郎さん (94)
鹿　央

　千　田　藤本イツ子さん (95)
　山　内　宮川　博明さん (78)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

山　鹿

　山　鹿　野田　悠
は る ま

馬さん　山元　陽
ひ な

菜さん
　三　岳　月村　莉

れ い な

月さん　岩田　叶
の あ

愛さん
　三　玉　吉里　佳

けいすけ

祐さん　牛島　希
き さ

紗さん
　　　　　河村　美

み こ

心さん
　大　道　松永　奏

か な と

翔さん　末藤　稜
りょうが

翔さん
鹿　北

　岳　間　大渕　虹
こ と

音さん　宮城　有
ゆ う か

花さん
　広　見　古川　陽

ひ い ろ

彩さん

※２月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた掲載希望者分を掲載しています

菊　鹿

　内　田　髙木　愛
ま な か

香さん
　六　郷　原口　未

み ら い

来さん
鹿　本

　来　民　城戸　楓
ふ う ま

真さん　塩田　竣
しゅんや

也さん
　稲　田　渡邊　太

たいよう

瑛さん
鹿　央

　千　田　境　　真
ま お

生さん

山　鹿

　山　鹿　原　　拓也さん♥牧野　美沙さん
　大　道　松井　武蔵さん♥小山　知美さん
鹿　北

　岩　野　有働　佳史さん♥古閑　裕美さん
　広　見　中島　浩樹さん♥戸上　　綾さん
　　　　　井手口裕貴さん♥三森　香里さん

菊　鹿

　内　田　松永　政己さん♥鈴木あゆみさん
　城　北　井手上　昴さん♥木原真美子さん
　　　　　泉　　洋輔さん♥松田可奈子さん
鹿　本

　稲　田　池田　崇雄さん♥津留　夏希さん
鹿　央

　千　田　東　　祐太さん♥市原奈名子さん

問い合わせ先…市民課　☎４３−１１６９およろこび・うぶごえ・おくやみ
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飼い犬には、年に１回必ず受けさせましょう。
　雨天時は中止する場合がありますので環境課へお問い合わせください。飼い犬のフンは、飼い主が責
任を持ってお持ち帰りください。
◦�注射料金等　3,100 円　※消費税法改正に伴い、注射料金が 3,000 円から 3,100 円に変更されました。
◦�新規登録料　3,000 円
※お住まいの地域以外や動物病院でも受けることができます。
※「下分田センター」は、「ゆめほたる」に統合しました。

狂犬病予防注射日程
地域 日時 会　　　　場

山鹿

4/14 ㈪
9：30〜10：30 平小城地区公民館
11：00〜12：00 川辺地区公民館

4/15 ㈫

9：30〜10：30 小原公民館
10：00〜10：30 小坂公民館
11：00〜12：00 米田地区公民館
11：00〜12：00 三岳地区公民館

4/16 ㈬
9：00〜10：00

カルチャースポーツ
センター第２駐車場

10：30〜12：00 三玉地区公民館

4/17 ㈭
9：30〜10：30 山鹿勤労福祉会館
11：00〜12：00 日置コミュニティセンター

4/21 ㈪
10：00〜12：00
13：00〜14：00

山鹿市役所裏側駐車場

鹿北
4/7 ㈪

9：30〜10：30 椎持研修センター
11：00〜12：00 広見研修センター

4/8 ㈫ 9：30〜11：30 鹿北市民センター

地域 日時 会　　　　場

菊鹿
4/9 ㈬ 9：30〜11：30 内田構造改善センター
4/10 ㈭ 9：30〜11：30 城北体育館
4/11 ㈮ 9：30〜11：30 菊鹿市民センター

鹿本
4/8 ㈫

9：30〜10：00 木望館(高橋区公民館)
10：30〜11：00 石渕公民館

4/9 ㈬ 9：30〜11：00 ゆめほたる
4/10 ㈭ 9：30〜11：00 鹿本市民センター

鹿央
4/16 ㈬

9：30〜10：30 千田保育所跡
11：00〜12：00 岩原公民館

4/17 ㈭
9：30〜10：30 仁王堂倉庫
11：00〜12：00 鹿央市民センター

予備日
鹿北

5/11 ㈰

9:00〜9:30
鹿北市民センター

菊鹿 菊鹿市民センター
鹿央

10:30〜11:00
鹿央市民センター

鹿本 鹿本市民センター
山鹿 12:00〜12:30 山鹿市役所裏側駐車場

狂犬病予防注射 問環境課　☎ 43 ‐ 7211

改定予定の料金 問い合わせ先
水道料金
（水量計算／ 25立方メートル使用された場合）
【例】税抜 3,030 円
　　��税込（現行）3,180 円→（改定後）3,270 円

水道局お客様サービスセンター
☎ 43‐ 1161

下水道使用料及び農業集落排水施設使用料
（水量計算／ 25立方メートル使用された場合）
【例】税抜 3,835 円
　　��税込（現行）4,025 円→（改定後）4,140 円
（人数計算／ 4人世帯の場合）
【例】税抜 3,812 円
　　��税込（現行）4,000 円→（改定後）4,115 円

下水道課　業務係
☎ 43‐ 1198

山鹿市民医療センター
◦診断書料
◦特別室使用料など

山鹿市民医療センター　医事課
☎ 44‐ 2185

　平成 26 年４月１日から消費税率および地方消費税率が８％に引き上げられることに伴い、市の水道
料金や下水道料金、山鹿市民医療センターの診断書料などを改定します。

消費税率の引き上げに伴う使用料の改定について
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　市では、市民サービスの向上を図るため、毎週木曜日市役所本庁の市民課で証明書交付な
どの受付時間を約２時間（午後７時まで）延長します。ただし、祝日および 12 月 29 日から
１月３日は除きます。各市民センターは、延長しませんのでご注意ください。

市民課窓口の時間を延長します
問市民課　☎ 43‐ 1169

延長時間

 ４月から毎週木曜日　午後７時まで

受け付けできる業務 以下の業務は、通常時間内にお願いします

証明書交付
◦住民票の写し
◦印鑑証明書
◦戸籍謄抄本　
◦所得・非課税・納税、固定資産等の証明書
※�手書きによる証明や直近に申告、納付、登記な
どで確認が必要なものは通常業務時間内にお越
しください。
証明書交付以外の業務
◦印鑑登録（新規・再登録）
◦�子ども・母子家庭等医療費・重度心身障害者医
療費助成申請書の受領
◦臨時運行許可証
◦軽自動車（バイク等）の登録、廃車

◦転出、転入、転居等の住所異動届
◦広域住民票、住基カード、公的個人認証
◦住宅用家屋証明、法務局依頼評価証明書　
◦その他の登記証明書

◦出生、婚姻、死亡、離婚、転籍等の戸籍届
　�戸籍届は午後５時 15 分を過ぎたら宿直室で受
領します。

交付申請などで本人確認を行います。運転免許証などや印鑑をお持ちください。
委任状が必要になる場合がありますので、ご不明な点がありましたら市民課にお尋ねください。

耳や言葉が不自由な人へ
電話お願い手帳を贈呈　　2 月 25 日

　３月３日の「耳の日」を前に、ＮＴＴ西日本から「電
話お願い手帳」が市へ贈呈されました。
　電話お願い手帳は、耳や言葉の不自由な人が、活
用できるようにと作成されたものです。
　山鹿市役所、各市民センター、健康福祉センター
などで配布しています。
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児
童
扶
養
手
当
額
は
、毎
年
の
消
費
者
物

価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
手
当
額
が
改
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

問 

福
祉
課
児
童
家
庭
係
　
☎
43
‐
１
１
６
７

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が

変
わ
り
ま
す

お知
せら

　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

が
、
経
済
的
自
立
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す

る
た
め
に
、
２
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

修
業
す
る
場
合
に
、修
業
中
の
一
定
期
間
に
、

生
活
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
訓
練
給
付
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

◦�

支
給
対
象
者
　
市
内
在
住
で
母
子
家
庭
の

母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
っ
て
、
次

の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
人

　�

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、
ま

た
は
同
様
の
所
得
水
準
で
あ
る
人
②
養
成

機
関
（
専
門
学
校
等
）
で
２
年
以
上
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
修
業
を
開
始
し
、
そ
の
資
格

の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人
③
就
業
ま
た
は

育
児
と
修
業
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
人
④
過
去
に
本
制
度
や
同
種
の

給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人

◦�

対
象
資
格
　
看
護
師
（
准
看
護
師
）、介
護

福
祉
士
、社
会
福
祉
士
、保
育
士
、栄
養
士
、

美
容
師
、理
容
師
、調
理
師
な
ど

◦�

支
給
期
間
・
支
給
額
　

①�

訓
練
促
進
費
　
月
を
単
位
と
し
て
支
給

し
、
修
業
す
る
期
間
で
上
限
24
カ
月

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
　
月
額
10
万
円

　
市
民
税
課
税
世
帯
　
月
額
７
万
５
百
円

②�

修
了
一
時
金
　
養
成
機
関
で
修
業
を
修
了

し
た
後
に
支
給

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
　
５
万
円

　
市
民
税
課
税
世
帯
　
２
万
５
千
円

※�

事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
受
給
を
希
望
す

る
人
は
、
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
児
童
家
庭
係
　
☎
43
‐
１
１
６
７

母
子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練

給
付
金

お知
せら

平
成
26
年

３
月
ま
で

平
成
26
年

４
月
〜

全
部

支
給

４
１
、１
４
０
円

４
１
、０
２
０
円

（
１
２
０
円
減
）

一
部

支
給

４
１
、１
３
０
円

〜

９
、７
１
０
円

４
１
、０
１
０
円

（
１
２
０
円
減
）

〜
９
、６
８
０
円

（
30
円
減
）

※�

表
は
、対
象
児
童
が
１
人
の
場
合
の
額
で
す
。

児
童
２
人
目
は
５
千
円
加
算
、３
人
目
以
降

は
3
千
円
ず
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
免
除
制
度
は
、
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
に
保
険
料
を
「
免
除
」
ま

た
は「
猶
予
」す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
４
月
か
ら
、
申
請
日
か
ら
２
年
１
カ
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
免
除
の
決
定
は
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前

年
所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

熊
本
西
年
金
事
務
所

☎
０
９
６
‐
３
５
３
‐
０
１
４
２

　
国
保
年
金
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
３
０

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請

遡そ
き
ゅ
う及
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

お知
せら

　
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
出
張
相
談
日
が
、

毎
月
第
１
・
２
・
４
水
曜
日
と
第
３
金
曜
日
に

変
わ
り
ま
す
。

◦�

日
時　

４
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬
・
18
日
㈮
・

23
日
㈬

　�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
正
午
〜
午
後
１

時
を
除
く
）

◦
場
所　

市
役
所
１
階
会
議
室

※�

事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

国
保
年
金
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
３
０

国
民
年
金
出
張
相
談

お知
せら

　
火
薬
類
の
消
費
等
の
許
可
は
、
現
在
、
熊

本
県
知
事
が
許
可
権
者
で
す
が
、
今
回
、「
熊

本
県
と
山
鹿
市
の
行
政
運
営
の
一
体
化
の
取

組
み
」
の
一
環
と
し
て
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
山
鹿
市
長
が
許
可
権
者
と
な
り
ま
す
。

　
許
可
権
者
の
変
更
に
よ
っ
て
、
許
可
申
請

受
け
付
け
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

【
変
更
前
】

　
鹿
本
地
域
振
興
局
　
総
務
振
興
課

【
変
更
後
】

　
山
鹿
市
　
防
災
対
策
課

問
防
災
対
策
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
１
３

火
薬
類
の
消
費
等
許
可
申
請

受
け
付
け
が
変
わ
り
ま
す

お知
せら

入札日 工　　事　　名 工事場所

2/25
鹿本総合支所解体工事 鹿本町来民地内

落札業者 落札額（円）
㈱活誠 29,700,000

入札結果の報告（２月分）
※�落札価格 500 万円以上の工事を
掲載（落札額は消費税を含む）

問財務課監理契約室　☎ 43‐ 1118

　
４
月
か
ら
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
特
別

障
害
者
手
当
等
の
額
が
変
わ
り
ま
す
。

◦�

改
定
後
の
額
　

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

　
　
４
９
、９
０
０
円
（
月
額
）

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

　
　
３
３
、２
３
０
円
（
月
額
）

　
特
別
障
害
者
手
当

　
　
２
６
、０
０
０
円
（
月
額
）

　
障
害
児
福
祉
手
当

　
　
１
４
、１
４
０
円
（
月
額
）

　
経
過
的
福
祉
手
当

　
　
１
４
、１
４
０
円
（
月
額
）

問 

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
43
‐
０
０
５
２

特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害

者
手
当
等
の
額
が
変
わ
り
ま
す

お知
せら
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夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�
夜
間
（
平
日
）　
４
月
25
日
㈮
・
28
日
㈪
・

30
日
㈬　

午
後
５
時
半
〜
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
４
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所　

税
務
課

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
各
金
融
機
関
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎
43
‐
１
１
４
４

　「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
春
募
集
が
４
月
１
日
㈫
か
ら

５
月
12
日
㈪
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

　（
㈶
熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団
）

☎
０
９
６
‐
３
５
９
‐
２
１
３
０

　
　
　
　http://w

w
w.jica.go.jp

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集
説
明
会

お知
せら

　
皆
さ
ん
の
再
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、
当

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
職
業
訓
練
内
容
の

詳
し
い
説
明
と
実
際
に
訓
練
を
行
っ
て
い
る
実

習
風
景
の
見
学
を
行
い
ま
す
。

　
受
講
料
は
無
料
で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

訓
練
説
明
会
　

　
１
回
目
　
４
月
16
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

　
２
回
目
　
５
月
14
日
㈬
　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

◦�

訓
練
説
明
会
内
容
　

　�

各
科
訓
練
内
容
の
説
明
・
キ
ャ
リ
ア
（
職

業
・
技
能
上
の
経
歴
）
形
成
の
必
要
性
に

つ
い
て
・
各
科
実
習
の
見
学
・
そ
の
他

問 

・　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８
‐
62
‐
０
１
７
９

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８
‐
24
‐
８
６
０
９

申

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

職
業
訓
練
内
容
説
明
会

お知
せら

　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
26
年
度

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）

の
価
格
を
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
ま

し
た
。
次
の
期
間
中
に
縦
覧
で
き
ま
す
。

◦�

期
間
　
４
月
１
日
㈫
〜
６
月
２
日
㈪

　�

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
（
土
日
祝
日
を

除
く
）

◦�

場
所
　
本
庁
税
務
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
課

◦�

縦
覧
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
身
分
証
明

書
（
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
）

問 

税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎
43
‐
１
１
２
１

固
定
資
産
課
税
台
帳
が

縦
覧
で
き
ま
す

お知
せら

　
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付

近
で
の
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶

対
に
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
い
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線
に
か
か
っ

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

お知
せら

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
高
齢
者

に
本
人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、

生
活
安
定
の
た
め
働
く
意
欲
を
持
つ
人
は
積

極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
に
適
す
る
求
人
の
申
し
込
み
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
所
定
の
求
人
票
に
雇
用

条
件
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

開
設
日
時
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

◦�

場
所
　
山
鹿
保
健
所
　
総
務
福
祉
課
内

問 
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

☎
43
‐
６
５
４
２

熊
本
県
高
齢
者

無
料
職
業
紹
介
所

お知
せら

た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近

く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
株
式
会
社

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
６
０
１

　
山
鹿
市
内
に
居
住
す
る
原
則
と
し
て
60
歳

以
上
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
は
ど

な
た
で
も
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
説
明
会
日
程

お知
せら

　
毎
月
新
入
会
員
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、
説
明
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

説
明
会
日
程
　

◦�

時
間
　
午
前
10
時
〜

問 （
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
44
‐
１
８
５
０

　
宮
内
庁
か
ら
平
成
27
年
歌
会
始
の
お
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◦�

お
題
　「
本
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※�

「
ぼ
ん
」「
ぽ
ん
」「
も
と
」
な
ど
の
よ
う

に
読
ん
で
も
よ
く
、
本
を
表
す
内
容
で
あ

れ
ば
、「
本
」
の
文
字
が
な
く
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

詠
進
期
間
　
９
月
30
日
㈫
ま
で
（
郵
送
の

場
合
は
消
印
有
効
）

※�

詠
進
要
領
な
ど
詳
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　http://w
w
w.kunaicho.go.jp/

平
成
27
年
歌
会
始
の
お
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た

お知
せら ４

月

9
日
㈬
鹿
北

23
日
㈬
山
鹿

５
月

14
日
㈬
菊
鹿

28
日
㈬
山
鹿

６
月

11
日
㈬
鹿
本

25
日
㈬
山
鹿

７
月

9
日
㈬
鹿
央

23
日
㈬
山
鹿

８
月

13
日
㈬
鹿
北

27
日
㈬
山
鹿

９
月

10
日
㈬
菊
鹿

24
日
㈬
山
鹿
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県
で
は
、
仕
事
探
し
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

か
ら
、
就
職
後
の
支
援
ま
で
を
１
カ
所
で
提

供
し
、
求
職
者
一
人
一
人
に
対
応
し
た
き
め

細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
】

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
今
後
の
就

職
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
き
め
細
か
く
助

言
を
行
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
半

　
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
半

◦�

電
話
番
号
　

　
☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐
０
８
９
５

【
生
活
相
談
】

　
保
育
、
公
営
住
宅
、
健
康
保
険
、
年
金
な

ど
の
生
活
に
関
す
る
相
談
・
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

◦�

日
時
　
月
・
木
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　
午
後
１
時
〜
４
時
半

◦�

電
話
番
号
　

　
☎
０
９
６
‐
３
５
１
‐
０
５
０
０

【
労
働
相
談
】

　
専
門
の
相
談
員
が
解
雇
、
労
働
条
件
、
賃

金
な
ど
に
関
す
る
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

に
つ
い
て
、
中
立
の
立
場
か
ら
助
言
を
行
い

ま
す
。

◦�

日
時
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
半

　
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
半

◦�

電
話
番
号
　

　
☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐
３
６
１
３

し
ご
と
探
し
と
就
労
支
援
！

お知
せら

　
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
自
分
の
体
験
・
夢
・

希
望
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
９
月
27
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
熊
本
県
大
会

で
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
県
代
表
に
選
出
さ
れ

ま
す
。
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
に
も
選
出
さ
れ

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
と
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

諸
島
自
然
体
験
交
流
」
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
学
校
配
布
の
募
集
要
領
か
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
４

第
36
回
「
少
年
の
主
張
」

熊
本
県
大
会
作
品
募
集

募集
◦�

対
象
者
　
山
鹿
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
お
よ
び

将
来
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
で
き
る
人

※�

後
見
活
動
は
通
常
、
平
日
の
日
中
が
基
本

と
な
り
ま
す
。
受
講
後
、
実
際
に
後
見
活

動
が
可
能
な
人
の
み
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◦�

期
間
　
５
月
10
日
㈯
〜
11
月
８
日
㈯

　（
全
講
座
10
回
）　
午
前
10
時
〜

◦�
場
所
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
他

◦�
募
集
人
数
　
10
人

◦�

募
集
期
間
　
４
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮

◦�

参
加
費
　
無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

社
会
福
祉
法
人
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
や
ま
が
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

☎
36
‐
９
２
１
１

市
民
後
見
人
養
成
講
座

受
講
者
募
集

募集

　
ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ
り
果
樹
類

や
イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
な
ど
の
園
芸

作
物
の
花
粉
交
配
に
不
可
欠
で
、
農
業
生
産

に
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
を
迎
え
る
こ
れ
か

ら
の
時
期
の
農
薬
散
布
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
死

亡
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①�
農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意
事
項
を
よ

く
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の
あ
る
薬

剤
を
使
用
す
る
場
合
は
特
に
注
意
す
る
。

②�

近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計

画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
す
る
。

③�

防
除
時
は
、
ほ
場
周
辺
を
十
分
確
認
し
ミ

ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
注
意
す
る
。

問 

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

　
熊
本
県
畜
産
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
０
１

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

お知
せら

問 

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
１
‐
０
５
０
０
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保
護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間
家
庭
に
い
な

い
小
学
生
を
対
象
に
、
遊
び
や
生
活
の
場
を

提
供
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◦�
資
格
　
保
育
士
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人

ま
た
は
児
童
の
育
成
に
知
識
と
経
験
を
有

す
る
人

◦�

勤
務
日
　
月
〜
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

◦�

勤
務
時
間
　
授
業
日
　
３
〜
５
時
間
程
度

　
学
校
休
業
日
　
６
〜
８
時
間
程
度

※�

開
始
・
終
了
時
間
と
シ
フ
ト
時
間
は
、
ク

ラ
ブ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◦�

応
募
方
法
　
各
ク
ラ
ブ
に
直
接
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

子
ど
も
課
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
１
４

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

遊
友
ク
ラ
ブ（
山
鹿
）�����

☎
44
‐
１
１
２
０

か
し
の
木
ク
ラ
ブ（
山
鹿
）☎

43
‐
０
８
５
８

ら
っ
こ
ク
ラ
ブ（
大
道
）���

☎
46
‐
４
４
６
０

鹿
北
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
鹿
北
）

☎
０
９
０
‐
７
１
５
４
‐
９
１
０
９

稲
田
っ
子
学
童
ク
ラ
ブ（
稲
田
）

☎
０
８
０
‐
１
５
３
０
‐
５
０
１
９

か
お
う
児
童
ク
ラ
ブ（
鹿
央
）

※
夏
休
み
期
間
の
み
募
集

☎
０
９
０
‐
２
３
９
６
‐
６
３
９
９

募集

◦�

受
験
資
格
　

　
⑴�

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
⑵�

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
次

に
掲
げ
る
人

　
　
①�

大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
27

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
人

　
　
②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

◦�

試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

◦�

申
し
込
み
方
法
・
受
付
期
間
　

　
⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み（
原
則
）

　
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
申
し
込
み

　
４
月
１
日
㈫
〜
14
日
㈪
（
受
信
有
効
）

　�

⑵
郵
送
か
持
参
で
の
申
し
込
み
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
が
で
き
な
い

場
合
に
限
り
ま
す
）

　�

申
込
用
紙
は
、
熊
本
国
税
局
か
最
寄
り
の

税
務
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
込
受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈫
〜
２
日
㈬

　（
２
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

※�

受
付
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦�

第
一
次
試
験
　
６
月
８
日
㈰

◦�

申
込
先
　
全
国
の
各
国
税
局
、
沖
縄
国
税

事
務
所

※�

希
望
す
る
第
一
試
験
地
で
申
込
先
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

募集

　
小
学
５
・
６
年
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
。

く
ま
モ
ン
営
業
部
長
か
ら
青
少
年
大
使
と
し

て
任
命
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
台
湾
に
行
き

ま
せ
ん
か
。

　
青
少
年
大
使
と
し
て
高
雄
市
長
表
敬
、
高

雄
市
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
県
産
品
流

通
視
察
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
学
校
配
布
の
募
集
要
領
か
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

日
程
　
８
月
５
日
㈫
〜
９
日
㈯

◦�

行
き
先
　
台
湾
（
台
北
、
高
雄
）

◦�

募
集
期
間
　
４
月
21
日
㈪
〜
５
月
29
日
㈭

【
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
募
集
】

　
小
中
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
高
校

生
も
募
集
し
ま
す
。
高
校
生
も
青
少
年
大
使

と
し
て
任
命
し
、
一
緒
に
交
流
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

◦�

募
集
期
間
　
４
月
21
日
㈪
〜
５
月
12
日
㈪

問 

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
４

グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ュ
ニ
ア

ド
リ
ー
ム
事
業
団
団
員
募
集

募集

　
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

　
山
鹿
税
務
署
　
　
　
　
☎
44
‐
２
１
８
１
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『予防ができる療術院』 とくとく療術院 山鹿店

　山鹿市古閑 1280－1
鹿本高校前交差点近く

TEL 090－7924－1009（城戸）

メリット①今ある症状を根本から改善できる
メリット②隠れた不調も取り除ける
メリット③自然治癒力が高まり強い体になる

骨盤矯正・脊椎矯正・生体電位療法

〈 

有
料
広
告 

〉

　
市
営
住
宅
の
入
居
に
は
、
入
居
申
込
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
必
ず

都
市
計
画
課
に
入
居
資
格
を
確
認
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
に
入
居
で
き
な
か
っ
た
人

で
、
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
入
居
を
希
望

平
成
26
年
度

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募集

　
こ
の
講
座
は
、
手
話
の
わ
か
ら
な
い
、
も

し
く
は
手
話
よ
り
も
日
本
語
で
の
文
字
情
報

で
の
情
報
保
障
を
望
む
聴
覚
障
が
い
者
に
対

し
て
、
筆
記
・
パ
ソ
コ
ン
で
情
報
を
伝
え
る
要

約
筆
記
者
派
遣
事
業
の
担
い
手
で
あ
る
、
要

約
筆
記
者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

　
要
約
筆
記
者
が
増
え
る
こ
と
は
地
域
の
聴

覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
要
約
筆
記
者
を
目
指
す
人
は
ぜ
ひ
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
５
月
１
日
㈭
〜
10
月
30
日
㈭

　（
８
月
は
夏
休
み
）　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

コ
ー
ス
　
①
手
書
き
　
②
パ
ソ
コ
ン

　
※
途
中
で
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

◦�

会
場
　
熊
本
県
身
体
障
害
者

　
　
　
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
熊
本
市
東
区
長
嶺
２
丁
目
３
番
２
号
）

◦�
受
講
料
　
無
料
　

※
テ
キ
ス
ト
料
な
ど
約
三
千
円
程
度
必
要

◦�
受
講
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
し
、
要
約
筆
記
活
動
を
目
指
す
人

◦�

申
し
込
み
方
法
　
４
月
20
日
㈰
ま
で
に

コ
ー
ス
を
選
ん
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問 

一
般
財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
８
７

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

受
講
生
募
集

募集

す
る
人
は
、
４
月
中
に
更
新
手
続
き
を
す
る

と
、
平
成
25
年
度
申
し
込
み
受
け
付
け
順
位

を
考
慮
し
た
入
居
の
案
内
を
し
ま
す
。

※�

入
居
申
し
込
み
の
有
効
期
間
は
、
申
し
込

み
を
し
た
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31
日
ま

で
で
す
。

※�

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
受
け
付
け
は
行

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
虚
偽
の
申
し
込
み
は

無
効
に
な
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
住
宅
係
　
☎
43
‐
１
５
８
７

◦�

資
格
　
薬
剤
師
の
免
許
を
有
す
る
人
ま
た

は
平
成
26
年
3
月
ま
で
に
大
学
（
養
成
機

関
等
）
を
卒
業
し
、
薬
剤
師
免
許
取
得
見

込
み
の
人

◦�

募
集
人
数
　
若
干
名

◦�

採
用
　
随
時

◦�

提
出
書
類
　
履
歴
書
・
面
接
カ
ー
ド
・
薬

剤
師
免
許
証
の
写
し
ま
た
は
卒
業
証
明
書

◦�

申
し
込
み
方
法
　
必
要
書
類
を
記
入
後
、

持
参
ま
た
は
郵
送
（
簡
易
書
留
）
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
、
市
民
医
療
セ

ン
タ
ー
総
務
課
で
配
布
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

◦�

選
考
方
法
　
面
接
試
験

◦�

試
験
日
時
　
随
時
実
施
（
電
話
連
絡
・
日

程
調
整
の
う
え
試
験
を
行
い
ま
す
）

◦�

給
与
・
手
当
　
国
立
病
院
機
構
の
職
員
に

準
じ
て
経
験
年
数
を
加
算
し
て
支
給
し
ま

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

薬
剤
師
募
集

募集

す
。
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
勤
勉

手
当
、
通
勤
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー☎

44
‐
２
１
８
５

◦�

対
象
者
　
①
〜
④
全
て
に
該
当
す
る
人

①�

山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る

こ
と
（
山
鹿
警
察
署
管
内
に
在
住
し
、
免

許
更
新
時
に
交
通
安
全
協
会
費
を
納
め
た

人
）

②�

運
転
免
許
を
取
得
後
、
平
成
26
年
６
月
末

日
現
在
で
、
10
年
、
20
年
、
30
年
、
40
年

以
上
そ
れ
ぞ
れ
経
過
し
て
い
る
人

③�

平
成
26
年
６
月
末
日
か
ら
過
去
３
年
間
に

交
通
違
反
（
違
反
点
数
３
点
以
内
の
軽
微

な
違
反
を
含
む
）
が
な
い
人

④�

過
去
10
年
、
20
年
、
30
年
、
40
年
の
間
に

交
通
事
故
を
お
こ
し
た
り
、
交
通
法
令
に

違
反
し
て
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人

◦�

申
し
込
み
方
法
　
免
許
証
、
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務

局
（
山
鹿
警
察
署
内
）
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前

8
時
半
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

◦�

申
込
期
限
　
５
月
29
日
㈭

問 

山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
山
鹿

警
察
署
内
）　
　
　
　�

☎
43
‐
１
８
８
７

永
年
無
事
故
運
転
者
表
彰

希
望
者
募
集

募集
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無料墓地
日輪寺に新たに檀家入りされますと
、墓地（1.8ｍ×1.8ｍ）を無料にて
ご提供いたします（委細面談の上）
※お申し込み多数の場合は抽選になります。

〈 

有
料
広
告 

〉

４月

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があり
ます。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、
八千代座までどうぞ　問☎ 44 ‐ 4004

開催日 行　事　名 時間 料金
６日㈰ 晴々カラオケ発表会 日中 無料
９日㈬ 休館日

13 日㈰ 山鹿温泉祭
第 24 回「民謡と踊りの共演」 日中 無料

14 日㈪ あたまの話とらくごの噺
（茂木健一郎×立川談笑） 夜間 有料

４月のさくら湯休館日

４月 16 日㈬（第３水曜日）

◦�

日
時
　
５
月
11
日
㈰
午
前
９
時
〜

◦�

場
所
　
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

◦�

コ
ー
ス
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
〜

分
田
駐
車
場
折
返
し
（
ゆ
う
か
フ
ァ
ミ

リ
ー
ロ
ー
ド
）

◦�

参
加
費
　
百
円
（
保
険
料
）

◦�

定
員
　
50
人

◦�

申
込
期
限
　
５
月
８
日
㈭

※
自
転
車
貸
出
可

問
・　

 

社
会
体
育
課
　
　
☎
43
‐
０
０
９
０

第
５
回
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

募集
申

◦�

日
時
　
４
月
26
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

◦�

内
容
　
金
属
を
溶
か
し
て
型
に
流
し
込

み
、
鏡
を
つ
く
り
ま
す
。

◦�

材
料
代
　
７
５
０
円

◦�

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

募
集
人
数
　
先
着
30
人

◦�

募
集
開
始　

４
月
１
日
㈫
か
ら

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
・　

県
立
装
飾
古
墳
館

　
　
☎
36
‐
２
１
５
１

定
期
体
験
教
室

　
「
銅
鏡
づ
く
り
」

催し
申

◦�

日
時
　
４
月
12
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

◦�

内
容
　「
琥
珀
」
を
削
っ
て
勾
玉
を
つ
く

り
ま
す
。

◦�

材
料
代
　
８
７
０
円

◦�

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

募
集
人
数
　
先
着
１
０
０
人

◦�

募
集
開
始　

４
月
１
日
㈫
か
ら

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
・　

県
立
装
飾
古
墳
館

　
　
☎
36
‐
２
１
５
１

定
期
体
験
教
室

　
「
琥こ

は

く珀
勾ま

が
た
ま玉
づ
く
り
」

催し
申

チヨマツ
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎４/１、２、３、４、５　５日間開催　

◎午前９時～午後６時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

〈 

有
料
広
告 

〉

※隣保館とは、
　地域のコミュニティセン
ターとして地域住民の福祉
の向上や住民交流の促進を
目的とし、さまざまな人権
問題解決のための人権啓発
の拠点となる施設です。

講座期間 ５月から翌年３月まで
受講料 受講料は無料ですが、材料代は全て受講生負担です。

申込方法 近くの隣保館で申し込んでください。（申し込み用紙は各
隣保館にあります）

受講資格 原則山鹿市在住、在勤者
申込期間 ４月８日㈫〜 15日㈫（平日：午前８時半〜午後５時）

その他 電話での申し込みはできません。原則として先着順受け付
けですが、定員を超えた場合は新規受講生を優先とします。

連絡先

山鹿隣保館 ☎ 43‐ 1133
鹿本隣保館（社会文化センター） ☎ 46‐ 2325
鹿央隣保館（鹿央文化センター） ☎ 36‐ 3133
人権政策課� ☎ 43 ‐ 1199

隣保館で広げよう♪交流の輪
平成 26 年度隣保館教養講座受講生募集

講座名 曜日 時間 会場 定員
1 女性料理教室 第３土 10：00 山鹿 25
2 男性料理教室 第１土 10：00 山鹿 25
3 女性料理教室 第１月 18：00 鹿央 15
4 男性料理教室 第１火 16：30 鹿央 15
5 生花教室 第２・４土 �9：30 山鹿 20
6 生花教室 第２・４金 13：30 鹿本 15
７ パソコン教室 第２・４水 19：00 山鹿 15
8 パソコン教室 第１・３月 19：00 鹿央 12
9 手芸教室 第１・３土 19：30 鹿本 15

10 パッチワーク
教室 第２・４水 20：00 鹿央 15

11 マジック教室 第１・３水 19：00 鹿央 15
12 太極拳教室 第１・３火 13：30 山鹿 20

13 ハワイアン・
フラ教室 第１・３月 13：30 山鹿 25

講座名 曜日 時間 会場 定員
14 フラダンス教室 第２・４木 20：00 鹿本 15
15 ３Ｂ体操教室 第２・４金 20：00 鹿本 20
16 健康体操教室 第１・３金 10：00 鹿本 15
17 書道教室 第１・３月 20：00 鹿本 15
18 健康体操教室 第１・３金 20：00 鹿央 15
19 コーラス教室 第２・４土 19：30 山鹿 20
20 書道教室 第２・４土 13：30 鹿本 15
21 カラオケ教室 第１・３月 13：30 鹿本 15
22 カラオケ教室 第１・３土 20：00 鹿本 15
23 カラオケ教室 第１・３土 20：00 鹿央 15
24 子ども生花教室 第１・３土 10：00 山鹿 20

25 木工（小物）
教室 第２・４金 10：00 山鹿 15
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定例相談 仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①看護職員（正・准）　16万1,000円～
②介護福祉士　14 万 8千円～
③社会福祉士　16 万 8千円～
④看護補助　12 万 3千円～
⑤美容師　17 万円～
⑥フロント員　16 万円
⑦配送・仕分係　17 万 2千円
⑧自動車検査員　25 万円～
⑨整備士　12 万 4千円～
⑩４t運転手　15 万円～
⑪タクシー乗務員　10 万 2千円～
⑫警備員　14 万円～
⑬土木現場管理　25 万円～
Yパート
①准看護師　時給 900 円
②介護スタッフ　時給 700 円～
③一般事務　時給 710 円～
④販売員　時給 700 円
⑤接客係　時給 700 円～
⑥客室清掃　時給 670 円～
⑦調理スタッフ　時給 750 円
⑧施設清掃作業員　時給 664 円
※�詳細は、ご来室・ご相談ください。
なお、すでに採用済みの場合もあ
ります。職業相談室は山鹿老人福
祉センター２階です。

問 山鹿市地域職業相談室
　☎43‐1724

相談は無料で、秘密は固く守ります。

税務相談
◦日時　４月 10 日㈭
　　　　午後 1時半～ 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ 32 ‐ 3111

アルコール依存症相談
◦日時　４月17日㈭
◦場所　山鹿健康福祉センター
　　　　午後３時～５時
　ひだまり　午後７時～９時
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　４月 10 日㈭（要予約）
　　　　午後２時～４時
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時～ 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052

認知症に関する相談
◦日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午前 10 時～正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ 43 ‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月～金曜日
　　午前８時半～午後５時 15 分
◦場所　市役所別館（商工課内）
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43 ‐ 1413

社会保険労務士労働相談
◦日時　４月８日㈫午後１時～４時
◦場所　市役所別館２階会議室
問商工観光課　☎ 43 ‐ 1413

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談すること
ができます。
【山鹿】
　①一般相談　４月 11 日㈮
　②�司法書士相談（成年後見・多重
債務）４月 18 日㈮要予約

　③法律相談　４月 25 日㈮要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134
【鹿北】
　①一般相談　４月 10 日㈭
　②法律相談　４月 24 日㈭要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696
【菊鹿】
　①一般相談　４月２日㈬
　②�司法書士相談（登記関係）
　　４月 23 日㈬要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060
【鹿本】
　①一般相談　４月８日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206
【鹿央】
　①一般相談　４月７日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
※相談の時間は、下記のとおりです。
一般相談
　午前 9時～正午
司法書士相談、法律相談
　午前 10 時～正午
※�司法書士相談、法律相談は事前予
約が必要です。

問社会福祉協議会本所��☎ 43 ‐ 1134

山鹿田添道場
JAかもと旧千田支所に常設道場を開設

お問い合わせ
田添まで
090-2083-6721

　◎今なら入会金（5,000円）と空手着（9,000円）が無料
　◎荒尾教室（荒尾４中体育館２階）
　　こちらも入会金（5,000円）と空手着（9,000円）が無料
　◎月謝１人5,000円、兄弟２人で8,000円、３人以上は10,000円

極真館
キャン
ペーン

明るく　楽しく　自分に厳しく

〈 

有
料
広
告 

〉
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オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。

＊都合で変更になる場合があります。(鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

　３月９日、第 38回日本ハンドボールリーグ決勝が東京都の駒沢体育
館で行われ、オムロンは北國銀行と対戦。25 ー 23 の逆転勝ちで勝利
し優勝しました。８月 31日の開幕から、激戦を勝ち抜き見事３連覇を
成し遂げました。

４
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

６日㈰松永整形外科リウマチ科 /幸村医院 岩下薬局
13 日㈰平井藤岡医院 /はとの眼科クリニック 岩下薬局 /ココノエ薬局
20 日㈰横手医院 /藤原クリニック 岩下薬局
27 日㈰吉里医院 /大橋通クリニック 鹿校通薬局 /江上薬局大橋通
29 日㈷山鹿中央病院 岩下薬局 /まつ薬局

３連覇 !! 日本ハンドボールリーグ

　３月 14 日には、中嶋憲正市長が選手の皆さんを訪問
し、「皆さんの活躍が力になります。これからも体に気
を付けて頑張ってください」とお祝いしました。藤井
紫
し お

緒主将は、「山鹿のアピールをできるように頑張りま
す。これからも応援をお願いします」と話しました。
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《介護予防サポーターになりませんか》

介護予防サポーターとは高齢者の元気づくりをお手伝いする人です。
《講座の目的》
①�ご自身の健康づくりおよび介護予防を始める「きっかけ」や継続への「励み」として利用し
ていただくことにより、健康長寿のさらなる促進につなげること。
②�講座で身に付けた知識、技能を生かしたボランティア活動を通して地域貢献や社会参加を
することで、よりいきいきと元気になっていただくこと。
③サポーターの活動により、山鹿市全体がいきいきとした地域社会となること。

《養成講座のプログラム》
初級・中級・上級の半日４日間のコース
①初級（３時間）：介護予防の基礎知識
　《講義》「介護予防の必要性」「認知症の現状と予防」「転倒予防の必要性」
　　　　�「口腔予防の必要性」「低栄養予防のための食生活」
②中級（６時間）：初級研修後ボランティア活動希望者
　《講義》「介護予防サポーターの役割」「介護予防ファイル」の学習
　《実技》筋トレ、口腔体操、タオル体操
　《グループワーク》地域づくりについて
③上級（３時間）：山鹿市の総合事業への参加希望者
　《講義》「山鹿市の総合事業の取り組みについて」
　《実技》体力測定、介護予防ファイル
　《グループワーク》地域での自主活動について
体験実習（３時間）：�通所事業、介護予防拠点、介護予防教室を見学後、サポーター

として活動していただきます。

《対象者》山鹿市内在住で健康状態が良好な人
《開催場所》市内の介護予防拠点など（予定）
《負担金》無料
《お問合せ先》山鹿市地域包括支援センター（☎ 43 − 1077）
《５月の募集期限》４月 21 日㈪まで

平成 26年度　介護予防サポーター養成講座　日程表（予定）
実施月 5月期 7月期 9月期 11月期 1月期 3月期
初級 2日 4日 5日 7日 9日 6日
中級① 9日 11日 12日 14日 16日 13日
中級② 16日 18日 19日 21日 23日 20日
上級 30日 8月1日 26日 28日 30日 27日
※日程は変更になることがあります。



山鹿市地域包括支援センターだより
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「認知症になっても安心して暮らせるまちづくり in やまが」
を開催しました

2月 15日　八千代座

　山鹿市では、市民の皆さんに認知症について正しく理解していただくため、毎年フォーラム
を開催しています。今回は、「山鹿市の未来図（オレンジプラン）を描こう」というテーマで
開催しました。
　第１部では、静岡県富士宮市在住の佐野光孝さん・明美さん夫妻に、若年性認知症を
発症してからこれまでの思いや地域の中での活動について話していただきました。参加者から
は「認知症になってもできることを見つけ、役割を持って生活することの大切さを知ることがで
きた」、認知症の介護を行っている家族からは「佐野ご夫妻の話を聞いて元気をもらいました」
などの声がありました。
　第２部では、医療、介護、行政、家族の立場から、現在の取り組みや課題、今後の取り
組みについてシンポジウムを行いました。「山鹿市の 5年後の姿」の目標を立て、それぞれ
の役割を考えました。目標の達成に向けて、今後も市民の皆さんや関係機関などと共に取り
組んで行きます。

佐野さん夫妻 シンポジウムの様子 がんばろう宣言

　平成 26 年２月から、高齢者やその家族が介護のことにつ
いて身近に相談できる場所として、市内の地域密着型サー
ビス事業所（小規模多機能ホーム、グループホーム）19 カ
所に「介護なんでも相談所」を設置しました。
　各事業所前に、PR用の「のぼり旗」と「看板」を設置し
ています。
　どなたでも「介護の方法」や「認知症に関すること」な
どについて、無料で相談が受けられますので、ぜひご利用
ください。

のぼり旗と看板

「介護なんでも相談所」を活用ください !!
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♡メッセージ
けんかもするけど仲良し姉妹です。
いつも笑顔ありがとう。（H24.3.29 生まれ）

古閑（山鹿）

　にいな　　　ちづる

新名　千鶴ちゃん

応募時に３歳以下のお子さんを
紹介するコーナーです

すくすく倶楽部へ掲載を希望する人は、写真（デー
タも可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、
山鹿市役所秘書課へ郵送するか持参してください。

♡メッセージ
パパ大好き♡
２歳になったモン
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の
馬
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彩座
店長　入江光さん
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み
】

【
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馬
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】

（H22.2.5 生まれ）
山鹿（山鹿）

  たけのうち          りこ

竹ノ内　梨瑚ちゃん（左）

　
山
鹿
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、
特
産
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や
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ン
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（H23.11.9 生まれ）
山鹿（山鹿）

  たけのうち           ゆあ

竹ノ内　優亜ちゃん（右）

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（広聴広報係）
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蔵
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に
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し
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卓
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■人の動き
人口 48 人減りました 55,446 人
男性 24 人減りました 26,098 人
女性 24 人減りました 29,348 人
世帯数 2 世帯増えました 21,405 世帯
〜14歳 12.0 ％ 6,628 人
15歳〜64歳 55.8 ％ 30,923 人
65歳〜 32.2 ％ 17,895 人

２月末現在 (増減は前月末比 )


